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(57)【要約】

【課題】　取り付け位置を自由に決めることができ、従

来の安全柵よりも安全で強度の高い昇降板用後付け柵を

提供する。

【解決手段】　本発明の昇降板用後付け柵は、車両に設

置された昇降板に着脱可能な昇降板用後付け柵であって

、柵部と収容部と操作具とセット部を備えている。収容

部は柵部の下側に、セット部は収容部の下側に設けられ

ている。操作具は収容部に収容されている。セット部は

昇降板の下面側に宛がわれる底面部を、操作具は昇降板

の上面を抑える上下動可能な押圧体を備えている。前記

構成を備えた昇降板用後付け柵は、底面部が昇降板の下

面側に配置された状態で押圧体が押し下げられると、底

面部と押圧体とによって昇降板が挟持され、底面部と押

圧体で昇降板を挟持した状態で前記押圧体が引き上げら

れると、当該底面部と押圧体による昇降板の挟持が解除

されるようにしてある。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 車 両 に 設 置 さ れ た 昇 降 板 に 着 脱 可 能 な 昇 降 板 用 後 付 け 柵 で あ っ て 、

　 柵 部 と 収 容 部 と 操 作 具 と セ ッ ト 部 を 備 え 、

　 前 記 収 容 部 は 柵 部 の 下 側 に 設 け ら れ 、

　 前 記 セ ッ ト 部 は 前 記 収 容 部 の 下 側 に 設 け ら れ 、

　 前 記 操 作 具 は 前 記 収 容 部 に 収 容 さ れ 、

　 前 記 セ ッ ト 部 は 昇 降 板 の 下 面 側 に 宛 が わ れ る 底 面 部 を 備 え 、

　 前 記 操 作 具 は 昇 降 板 の 上 面 を 抑 え る 上 下 動 可 能 な 押 圧 体 を 備 え 、

　 前 記 底 面 部 が 昇 降 板 の 下 面 側 に 配 置 さ れ た 状 態 で 前 記 押 圧 体 が 押 し 下 げ ら れ る と 、 当 該

底 面 部 と 押 圧 体 と に よ っ て 昇 降 板 が 挟 持 さ れ 、

　 前 記 底 面 部 と 押 圧 体 で 昇 降 板 を 挟 持 し た 状 態 で 前 記 押 圧 体 が 引 き 上 げ ら れ る と 、 当 該 底

面 部 と 押 圧 体 に よ る 昇 降 板 の 挟 持 が 解 除 さ れ る 、

　 こ と を 特 徴 と す る 昇 降 板 用 後 付 け 柵 。

【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ 記 載 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 に お い て 、

　 押 圧 体 の 昇 降 板 に 当 接 す る 側 の 面 に 滑 り 止 め 部 材 が 設 け ら れ た 、

　 こ と を 特 徴 と す る 昇 降 板 用 後 付 け 柵 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 ２ 記 載 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 に お い て 、

　 押 圧 体 の 昇 降 板 に 当 接 す る 側 の 面 に 凹 陥 部 が 設 け ら れ 、

　 滑 り 止 め 部 材 は 、 昇 降 板 に 当 接 す る 側 の 面 が 前 記 凹 陥 部 か ら 突 出 す る よ う に 当 該 凹 陥 部

内 に 設 け ら れ た 、

　 こ と を 特 徴 と す る 昇 降 板 用 後 付 け 柵 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 に お い て 、

　 セ ッ ト 部 は 昇 降 板 の 底 面 に 宛 が う 底 面 部 と 、 底 面 部 の 一 端 側 か ら 上 向 き に 立 設 さ れ た 背

面 部 と 、 背 面 部 の 上 端 か ら 底 面 部 と 平 行 に 突 設 さ れ た 天 面 部 を 備 え た コ 字 状 で あ り 、

　 前 記 底 面 部 と 背 面 部 と 天 面 部 の 間 に 昇 降 板 が 収 ま る 配 置 空 間 が 設 け ら れ た 、

　 こ と を 特 徴 と す る 昇 降 板 用 後 付 け 柵 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 に お い て 、

　 セ ッ ト 部 の 内 面 と 外 面 の 双 方 又 は い ず れ か 一 方 に 補 強 材 が 設 け ら れ た 、

　 こ と を 特 徴 と す る 昇 降 板 用 後 付 け 柵 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 に お い て 、

　 操 作 具 は 押 圧 体 を 上 下 動 さ せ る 操 作 部 を 備 え 、

　 前 記 操 作 部 は 足 踏 み 操 作 可 能 で あ る 、

　 こ と を 特 徴 と す る 昇 降 板 用 後 付 け 柵 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 ６ 記 載 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 に お い て 、

　 操 作 部 の 上 方 向 へ の 移 動 を 規 制 す る 規 制 体 が 設 け ら れ た 、

　 こ と を 特 徴 と す る 昇 降 板 用 後 付 け 柵 。

【 請 求 項 ８ 】

　 請 求 項 ７ 記 載 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 に お い て 、

　 操 作 具 に 規 制 体 の 一 部 が 係 止 す る 係 止 凹 部 が 設 け ら れ た 、

　 こ と を 特 徴 と す る 昇 降 板 用 後 付 け 柵 。

【 請 求 項 ９ 】

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 に お い て 、

　 柵 部 と 車 両 端 面 の 間 に 張 設 可 能 な 補 助 ベ ル ト 備 え た 、
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　 こ と を 特 徴 と す る 昇 降 板 用 後 付 け 柵 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 車 両 に 設 置 さ れ た 昇 降 板 に 着 脱 可 能 な 昇 降 板 用 後 付 け 柵 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 ト ラ ッ ク な ど の 車 両 の 荷 台 後 部 に は 、 テ ー ル ゲ ー ト や テ ー ル ゲ ー ト リ フ タ ー 、 リ フ ト ゲ

ー ト 、 テ ー ル リ フ ト な ど と 呼 ば れ る 昇 降 板 が 設 け ら れ て い る 。 昇 降 板 は 荷 物 を 載 せ て 昇 降

す る も の で あ り 、 荷 台 に 積 ま れ た 荷 物 を お ろ す 際 や 荷 台 に 荷 物 を 積 む 際 に 利 用 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 近 年 、 昇 降 板 上 か ら の 転 落 や 、 昇 降 板 か ら 落 下 し た 荷 物 の 下 敷 き に な る な ど に よ り 、 作

業 員 や 車 両 近 く を 通 行 す る 人 が 死 傷 す る 事 故 が 発 生 し て い る 。 ま た 、 昇 降 板 は 厚 さ ３ ５ ｍ

ｍ ～ ４ ０ ｍ ｍ 程 度 と 薄 い た め 、 そ の 存 在 に 気 付 か ず に 、 車 両 や 通 行 人 が 昇 降 板 に 激 突 す る

事 故 も 発 生 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 こ の よ う な 事 故 を 防 ぐ た め 、 荷 物 の 落 下 や 作 業 員 の 転 落 を 防 止 す る 安 全 柵 の 設 置 が 望 ま

れ て い る 。 欧 州 で は 、 折 畳 み 式 の 安 全 柵 を 備 え た 昇 降 板 が 実 用 化 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献

１ ） 。 こ の 安 全 柵 は 昇 降 板 に 固 定 さ れ て お り 、 使 用 時 に は 起 立 さ せ 、 不 使 用 時 に は 倒 伏 さ

せ ら れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 我 が 国 で は 、 航 空 機 と の 接 続 用 な ど の 特 殊 な タ イ プ を 除 き 、 欧 州 で 実 用 化 し て い る よ う

な 安 全 柵 付 き の 昇 降 板 は 実 用 化 さ れ て お ら ず 、 地 上 に 設 置 し て 使 用 す る も の （ 特 許 文 献 １

） や 、 荷 台 の 支 柱 に 取 り 付 け る ワ イ ヤ ー ロ ー プ を 用 い た も の （ 特 許 文 献 ２ ） な ど が 知 ら れ

て い る 程 度 で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ９ ５ ２ ２ ２ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 平 ７ － ８ ０ ７ ５ 号 公 報

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 独 立 行 政 法 人 労 働 者 健 康 安 全 機 構 　 労 働 安 全 衛 生 総 合 研 究 所 ウ ェ ブ サ イ

ト （ URL： https://w w w.jniosh.johas.go.jp/publication/doc/houkoku/2018_01/tgl_a4_r

.pdf#zoom=100）

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 欧 州 で 実 用 化 さ れ て い る 前 記 安 全 柵 付 き の 昇 降 板 の よ う に 、 昇 降 板 に 安 全 柵 を 立 設 す る

た め に は 、 昇 降 板 に 安 全 柵 を 立 設 す る た め の 孔 を 設 け る 必 要 が あ る が 、 我 が 国 で は 、 強 度

の 観 点 か ら 製 造 者 の 責 任 に よ る 補 強 等 が な い 限 り 昇 降 板 に 孔 を あ け る こ と は 不 可 能 で あ る

。 ま た 、 安 全 柵 付 き の 昇 降 板 で は 安 全 柵 の 立 設 位 置 を 変 更 す る こ と が で き ず 、 他 の 場 所 に

安 全 柵 を 設 け た い 場 合 に 対 応 す る こ と が で き な い 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 地 上 に 設 置 し て 使 用 す る 安 全 柵 や ワ イ ヤ ー ロ ー プ を 用 い た 安 全 柵 は 、 地 上 に 固 定

さ れ て い る わ け で は な い た め 、 安 全 柵 が 昇 降 板 か ら 離 れ る 方 向 に 移 動 し て 昇 降 板 と 安 全 柵

の 間 に 隙 間 が 生 じ た 場 合 に 、 そ の 隙 間 に 作 業 者 あ る い は 荷 物 が 落 下 す る お そ れ が あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 解 決 課 題 は 、 取 り 付 け 位 置 を 自 由 に 決 め る こ と が で き 、 地 上 に 設 置 し て 使 用 す

る 安 全 柵 や ワ イ ヤ ー ロ ー プ を 用 い た 安 全 柵 よ り も 安 全 で 強 度 の 高 い 昇 降 板 用 後 付 け 柵 を 提
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供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 は 、 車 両 に 設 置 さ れ た 昇 降 板 に 着 脱 可 能 な 昇 降 板 用 後 付 け 柵

で あ っ て 、 柵 部 と 収 容 部 と 操 作 具 と セ ッ ト 部 を 備 え て い る 。 収 容 部 は 柵 部 の 下 側 に 、 セ ッ

ト 部 は 収 容 部 の 下 側 に 設 け ら れ て い る 。 操 作 具 は 収 容 部 に 収 容 さ れ て い る 。 セ ッ ト 部 は 昇

降 板 の 下 面 側 に 宛 が わ れ る 底 面 部 を 、 操 作 具 は 昇 降 板 の 上 面 を 抑 え る 上 下 動 可 能 な 押 圧 体

を 備 え て い る 。 前 記 構 成 を 備 え た 昇 降 板 用 後 付 け 柵 は 、 底 面 部 が 昇 降 板 の 下 面 側 に 配 置 さ

れ た 状 態 で 押 圧 体 が 押 し 下 げ ら れ る と 、 底 面 部 と 押 圧 体 と に よ っ て 昇 降 板 が 挟 持 さ れ 、 底

面 部 と 押 圧 体 で 昇 降 板 を 挟 持 し た 状 態 で 前 記 押 圧 体 が 引 き 上 げ ら れ る と 、 当 該 底 面 部 と 押

圧 体 に よ る 昇 降 板 の 挟 持 が 解 除 さ れ る よ う に し て あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 は 、 次 の 効 果 を 奏 す る 。

　 （ １ ） 昇 降 板 と 別 体 で あ る た め 、 取 り 付 け 位 置 を 自 由 に 変 え る こ と が で き る 。

　 （ ２ ） 昇 降 板 に 取 り 付 け る も の で あ る た め 、 昇 降 板 と 安 全 柵 の 間 に 隙 間 が 生 じ る こ と が

な く 、 作 業 者 あ る い は 荷 物 が 落 下 す る 心 配 が な い 。

　 （ ３ ） 昇 降 板 の 上 面 と 下 面 を 挟 持 す る も の で あ る た め 、 従 来 の 地 上 に 設 置 し て 使 用 す る

安 全 柵 や ワ イ ヤ ー ロ ー プ を 用 い た 安 全 柵 よ り も 強 度 が 高 い 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ３ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 の 使 用 状 態 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 。

【 図 ３ 】 （ ａ ） は 図 ２ に 示 す 昇 降 板 用 後 付 け 柵 の 正 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 左 側 面 図 、 （

ｃ ） は （ ａ ） の Ｓ － Ｓ 断 面 図 。

【 図 ４ 】 図 ２ に 示 す 昇 降 板 用 後 付 け 柵 の 操 作 具 の 一 例 を 示 す 正 面 図 。

【 図 ５ 】 図 ３ （ ｃ ） の Ｚ 部 拡 大 図 。

【 図 ６ 】 （ ａ ） は 図 ２ に 示 す 昇 降 板 用 後 付 け 柵 の 正 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 背 面 図 、 （ ｃ

） は （ ａ ） の 平 面 図 、 （ ｄ ） は （ ａ ） の 底 面 図 、 （ ｅ ） は （ ａ ） の 左 側 面 図 、 （ ｆ ） は （

ａ ） の 右 側 面 図 。

【 図 ７ 】 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 図 ４ に 示 す 操 作 具 の 動 作 説 明 図 。

【 図 ８ 】 （ ａ ） は 評 価 試 験 の 試 験 装 置 の 側 面 概 要 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 正 面 図 。

【 図 ９ 】 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 の 他 例 を 示 す 斜 視 図 。

【 図 １ ０ 】 （ ａ ） は 規 制 体 の 一 例 を 示 す 正 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 右 側 面 図 、 （ ｃ ） は （

ａ ） の 平 面 図 。

【 図 １ １ 】 図 ９ に 示 す 昇 降 板 用 後 付 け 柵 の 操 作 具 の 一 例 を 示 す 正 面 図 。

【 図 １ ２ 】 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 図 １ ０ に 示 す 規 制 体 及 び 図 １ １ に 示 す 操 作 具 の 動 作 説 明 図 。

【 図 １ ３ 】 （ ａ ） は 補 助 ベ ル ト を 設 け る 場 合 の 使 用 状 態 説 明 図 、 （ ｂ ） は 昇 降 板 が 降 下 位

置 に あ る 場 合 の 補 助 ベ ル ト の 説 明 図 、 （ ｃ ） は 昇 降 板 が 上 昇 位 置 に あ る 場 合 の 補 助 ベ ル ト

の 説 明 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 （ 実 施 形 態 ）

　 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 一 例 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 本 発 明 の 昇 降 板 用 後

付 け 柵 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ト ラ ッ ク な ど の 車 両 （ 荷 台 付 き 車 両 ） Ｘ の 荷 台 Ｙ の 後 方

に 設 置 さ れ た 昇 降 板 Ｐ に 取 り 付 け て 使 用 す る も の で あ る 。 な お 、 昇 降 板 Ｐ の 幅 方 向 両 側 方

及 び 後 方 側 に は 、 一 般 に 端 面 か ら ４ ２ ～ ７ ２ ｍ ｍ 程 度 の 位 置 に 台 車 等 の キ ャ ス タ ー 脱 輪 防

止 用 の ス ト ッ パ ー が 設 け ら れ て い る 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 で も 、 本 願 発 明 の 昇 降 板 用 後 付

け 柵 １ は ス ト ッ パ ー の 外 側 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 以 下 、 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 一 例

に つ い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】

　 一 例 と し て 図 ２ 及 び 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ は 、 柵 部 １ ０ と 収 容

部 ２ ０ と 操 作 具 ３ ０ と セ ッ ト 部 ４ ０ を 備 え て い る 。 柵 部 １ ０ と 収 容 部 ２ ０ と セ ッ ト 部 ４ ０

は 溶 接 に よ り 接 合 さ れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ は 重 さ ８ ｋ ｇ 程 度 で あ

り 、 作 業 者 が 一 人 で 容 易 に 着 脱 作 業 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 前 記 柵 部 １ ０ は 作 業 者 が 持 つ 手 す り や 荷 台 上 の 荷 物 が 落 下 す る の を 防 止 す る 部 分 で あ る

。 一 例 と し て 図 ２ 及 び 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 柵 部 １ ０ は 、 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ た 二

本 の 縦 枠 材 １ １ と 当 該 両 縦 枠 材 １ １ の 上 端 間 に 配 置 さ れ た 上 枠 材 １ ２ を 備 え た 下 向 き コ 字

状 の 部 材 で あ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 両 縦 枠 材 １ １ と 上 枠 材 １ ２ を 、 一 本 の 丸 パ イ プ を 曲

げ て 形 成 し て あ る 。 縦 枠 材 １ １ は 三 本 以 上 と す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 前 記 二 本 の 縦 枠 材 １ １ の 長 手 方 向 中 段 位 置 に は 一 本 の 横 補 強 材 １ ３ が 設 け ら れ て い る 。

横 補 強 材 １ ３ は 、 溶 接 に よ り 両 縦 枠 材 １ １ に 接 合 さ れ て い る 。 横 補 強 材 １ ３ を 二 本 以 上 と

す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 こ の 実 施 形 態 の 柵 部 １ ０ は 、 鋼 製 の 丸 パ イ プ を 溶 接 し て 構 成 さ れ て い る 。 柵 部 １ ０ は 角

パ イ プ 等 、 丸 パ イ プ 以 外 の も の で 構 成 す る こ と も で き る 。 両 縦 枠 材 １ １ の 下 端 に は 前 記 収

容 部 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 両 縦 枠 材 １ １ の 下 端 は 収 容 部 ２ ０ の 上 側 に 差 し 込 ま れ て い る

。 差 し 込 ま れ た 両 縦 枠 材 １ １ は 、 溶 接 に よ り 収 容 部 ２ ０ と 接 合 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 前 記 収 容 部 ２ ０ は 、 前 記 操 作 具 ３ ０ を 収 容 す る 部 材 で あ る 。 一 例 と し て 図 ２ 及 び 図 ３ （

ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 収 容 部 ２ ０ は 、 縦 長 の ケ ー ス 体 ２ １ と 当 該 ケ ー ス 体 ２ １ の 内 側 に 形 成

さ れ た 収 容 空 間 ２ ２ を 備 え て い る 。 こ の 実 施 形 態 の ケ ー ス 体 ２ １ は 四 面 を 備 え た 角 筒 状 で

あ る が 、 ケ ー ス 体 ２ １ は 円 筒 状 や 他 の 多 角 形 状 な ど 、 角 筒 状 以 外 の 形 状 と す る こ と も で き

る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 各 ケ ー ス 体 ２ １ の 内 面 に は 収 容 空 間 ２ ２ と 連 通 す る 操 作 窓 ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 ケ ー

ス 体 ２ １ は 、 一 方 の 縦 枠 材 １ １ に 取 り 付 け ら れ た も の と 他 方 の 縦 枠 材 １ １ に 取 り 付 け ら れ

た も の と が 同 じ 高 さ と な る よ う に し て あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 前 記 操 作 具 ３ ０ は 、 セ ッ ト 部 ４ ０ に セ ッ ト さ れ た 昇 降 板 Ｐ を 上 方 か ら 押 さ え る も の で あ

る 。 こ の 実 施 形 態 の 操 作 具 ３ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 基 部 ３ １ と 昇 降 体 ３ ２ と 押 圧 体 ３

３ と リ ン ク 機 構 ３ ４ と 棒 状 の 操 作 部 （ 操 作 バ ー ） ３ ５ を 備 え て い る 。 操 作 部 ３ ５ は 棒 状 以

外 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 形 態 の 基 部 ３ １ は 、 ケ ー ス 体 ２ １ の 内 面 に 宛 が う 宛 が い 部

３ １ ａ と 、 宛 が い 部 ３ １ ａ の 上 端 側 に 設 け ら れ た リ ン ク 固 定 部 ３ １ ｂ と 、 宛 が い 部 ３ １ ａ

の 下 端 側 に 設 け ら れ た 円 筒 状 の ガ イ ド 部 ３ １ ｃ を 備 え て い る 。 操 作 具 ３ ０ は 宛 が い 部 ３ １

ａ が 止 め 具 ３ ６ （ 図 ２ ） で ケ ー ス 体 ２ １ の 内 面 に 固 定 さ れ る こ と に よ っ て 、 ケ ー ス 体 ２ １

に 保 持 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 前 記 リ ン ク 機 構 ３ ４ は 、 一 端 側 が 固 定 部 ３ １ ｂ に 回 転 可 能 に 軸 支 さ れ た 第 一 リ ン ク 材 ３

４ ａ と 、 第 一 リ ン ク 材 ３ ４ ａ の 中 央 付 近 に 回 転 可 能 に 軸 支 さ れ た 第 二 リ ン ク 材 ３ ４ ｂ と 、

第 一 リ ン ク 材 ３ ４ ａ の 他 端 側 に 固 定 さ れ た ア ー ム 部 ３ ４ ｃ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 前 記 第 二 リ ン ク 材 ３ ４ ｂ の 下 端 側 に は 、 円 筒 状 の ガ イ ド 部 ３ １ ｃ の 内 側 に 配 置 さ れ た 昇

降 体 ３ ２ の 上 端 側 が 回 転 可 能 に 保 持 さ れ て い る 。 昇 降 体 ３ ２ の 下 端 側 に は 、 装 着 軸 ３ ３ ａ

と 押 圧 盤 ３ ３ ｂ を 備 え た 押 圧 体 ３ ３ の 当 該 装 着 軸 ３ ３ ａ が 埋 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 押 圧 体 ３ ３ は 、 装 着 軸 ３ ３ ａ の ね じ 込 み 量 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 昇 降 体 ３ ２ か ら の

突 出 長 を 調 整 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 押 圧 盤 ３ ３ ｂ の 底 面 側 に は 円 盤 状 の 凹 陥 部 ３ ３ ｃ が 設 け て

あ り 、 当 該 凹 陥 部 ３ ３ ｃ に 滑 り 止 め 部 材 ３ ３ ｄ が 設 け ら れ て い る 。 滑 り 止 め 部 材 ３ ３ ｄ を

凹 陥 部 ３ ３ ｃ に 設 け る こ と で 、 滑 り 止 め 部 材 ３ ３ ｄ に 水 平 方 向 の 力 が 働 い て 水 平 方 向 に ず

れ て も 、 滑 り 止 め 部 材 ３ ３ ｄ の 外 周 面 が 凹 陥 部 ３ ３ ｃ の 内 周 面 に ぶ つ か る た め 、 偏 平 面 に

設 け る 場 合 に 比 べ て 、 滑 り 止 め 部 材 ３ ３ ｄ が 脱 落 し に く く な る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 こ の 実 施 形 態 で は 、 滑 り 止 め 部 材 ３ ３ ｄ の 厚 さ を 凹 陥 部 の 深 さ よ り も 厚 く し て 、 滑 り 止

め 部 材 ３ ３ ｄ の 下 端 面 が 押 圧 盤 ３ ３ ｂ の 底 面 よ り も 下 側 に 突 出 す る よ う に し て あ る 。 滑 り

止 め 部 材 ３ ３ ｄ に は 硬 度 ８ ０ の ゴ ム 板 や こ れ と 同 等 の 硬 度 を 有 す る シ リ コ ン 板 等 を 用 い る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 前 記 ア ー ム 部 ３ ４ ｃ の 先 端 側 に は 、 操 作 バ ー ３ ５ が 設 け ら れ て い る 。 操 作 バ ー ３ ５ は 、

収 容 部 ２ ０ に 固 定 さ れ た 状 態 で 収 容 空 間 ２ ２ 外 に 突 出 す る よ う に し て あ る 。 こ の 実 施 形 態

の 操 作 バ ー ３ ５ は 内 向 き に 突 設 さ れ て い る た め 、 昇 降 板 Ｐ に 取 り 付 け た 際 に 作 業 の 邪 魔 に

な り に く い 。 操 作 バ ー ３ ５ は 最 下 位 ま で 押 し 下 げ た と き に 、 押 圧 盤 ３ ３ ｂ と 平 行 に な る 向

き 、 換 言 す れ ば 、 昇 降 板 Ｐ に 装 着 し た 際 に 当 該 昇 降 板 Ｐ と 平 行 に な る 角 度 で 設 け ら れ て い

る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 操 作 バ ー ３ ５ を こ の よ う な 角 度 と す る こ と で 、 作 業 者 が 操 作 バ ー ３ ５ を 足 で 踏 ん で 操 作

し た 際 に 、 操 作 バ ー ３ ５ に 体 重 を か け や す く 、 結 果 と し て 押 圧 盤 ３ ３ ｂ で の 昇 降 板 Ｐ の 押

圧 力 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 前 記 セ ッ ト 部 ４ ０ は 、 昇 降 板 Ｐ を セ ッ ト す る 部 分 で あ る 。 一 例 と し て 図 ２ 及 び 図 ３ （ ａ

） ～ （ ｃ ） に 示 す セ ッ ト 部 ４ ０ は 、 昇 降 板 Ｐ の 底 面 側 に 宛 が わ れ る 底 面 部 ４ １ と 、 底 面 部

４ １ の 一 端 側 か ら 上 向 き に 立 設 さ れ た 背 面 部 ４ ２ と 、 背 面 部 ４ ２ の 上 端 か ら 底 面 部 ４ １ と

平 行 に 突 設 さ れ た 天 面 部 ４ ３ を 備 え た コ 字 状 の 部 材 で あ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 こ の 実 施 形 態 の 底 面 部 ４ １ 、 背 面 部 ４ ２ 及 び 天 面 部 ４ ３ は 鋼 製 の 板 材 で あ り 、 溶 接 に よ

り 接 合 さ れ て い る 。 底 面 部 ４ １ 、 背 面 部 ４ ２ 及 び 天 面 部 ４ ３ の 内 側 に は 、 昇 降 板 が 配 置 さ

れ る 配 置 空 間 ４ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 セ ッ ト 部 ４ ０ は 、 配 置 空 間 ４ ４ に 昇 降 板 Ｐ が 収 ま る

よ う に 昇 降 板 Ｐ の 端 面 側 に 被 せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 こ の 実 施 形 態 で は 、 底 面 部 ４ １ と 天 面 部 ４ ３ の 間 隔 を ５ ５ ｍ ｍ 程 度 と し て あ る 。 底 面 部

４ １ と 天 面 部 ４ ３ の 間 隔 を ５ ５ ｍ ｍ 程 度 と し た の は 、 各 種 厚 さ の 昇 降 板 Ｐ に 対 応 で き る よ

う に す る た め で あ る 。 な お 、 昇 降 板 Ｐ の 厚 さ は 一 般 に ３ ５ ｍ ｍ ～ ３ ９ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 前 記 底 面 部 ４ １ の 内 面 に は 、 滑 り 止 め 部 材 ４ ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 滑

り 止 め 部 材 ４ ５ と し て ゴ ム 製 シ ー ト を 用 い て い る が 、 滑 り 止 め 部 材 ４ ５ は ゴ ム 製 シ ー ト 以

外 で あ っ て も よ い 。 滑 り 止 め 部 材 ４ ５ は 、 底 面 部 ４ １ に 凹 陥 部 （ 図 示 し な い ） を 設 け て 当

該 凹 陥 部 内 に 設 け る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 滑 り 止 め 部 材 ３ ３ ｄ と 同 様 脱 落 し に く く な

る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。 滑 り 止 め 部 材 ４ ５ は 省 略 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 前 記 背 面 部 ４ ２ の 内 面 側 に は 、 二 本 の 補 強 材 （ 以 下 「 内 面 側 補 強 リ ブ 」 と い う ） ４ ６ が

間 隔 を あ け て 縦 向 き に 設 け ら れ て い る 。 内 面 側 補 強 リ ブ ４ ６ は 鋼 製 の 角 棒 状 で あ り 、 下 端

が 底 面 部 ４ １ の 内 面 に 、 背 面 が 背 面 部 ４ ２ の 内 面 に 、 上 端 が 天 面 部 ４ ３ の 内 面 に 当 接 し て

、 溶 接 に よ り 接 合 さ れ て い る 。 内 面 側 補 強 リ ブ ４ ６ の 形 状 や 本 数 は こ れ 以 外 で あ っ て も よ

い 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】

　 底 面 部 ４ １ 、 背 面 部 ４ ２ 及 び 天 面 部 ４ ３ の 外 周 に は 、 側 面 視 コ 字 状 の 補 強 材 （ 以 下 「 外

面 側 補 強 リ ブ 」 と い う ） ４ ７ が 間 隔 を あ け て 二 本 設 け ら れ て い る 。 外 面 側 補 強 リ ブ ４ ７ の

各 辺 は 、 底 面 部 ４ １ 、 背 面 部 ４ ２ 及 び 天 面 部 ４ ３ の 外 周 に 当 接 し て 、 溶 接 に よ り 接 合 さ れ

て い る 。 ま た 、 外 面 側 補 強 リ ブ ４ ７ の う ち 、 天 面 部 ４ ３ の 外 周 に 位 置 す る 部 分 は 、 収 容 部

２ ０ の ケ ー ス 体 ２ １ の 外 面 に も 溶 接 に よ り 接 合 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 ３ （ ｃ ） 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 前 記 天 面 部 ４ ３ に は 、 そ の 肉 厚 方 向 に 貫 通 す る 挿 通

孔 ４ ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 の 挿 通 孔 ４ ８ は 二 本 の 外 面 側 補 強 リ ブ ４ ７ の 内 側

に 設 け ら れ て い る 。 挿 通 孔 ４ ８ は 、 後 述 す る 操 作 具 ３ ０ の 押 圧 体 ３ ３ が 通 過 す る 部 分 で あ

る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 こ の 実 施 形 態 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 は 、 図 ６ （ ａ ） ～ （ ｆ ） の よ う な 外 観 を 備 え て い る 。

図 ６ （ ａ ） は こ の 実 施 形 態 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 の 正 面 図 、 図 ６ （ ｂ ） は 図 ６ （ ａ ） の 背 面

図 、 図 ６ （ ｃ ） は 図 ６ （ ａ ） の 平 面 図 、 図 ６ （ ｄ ） は 図 ６ （ ａ ） の 底 面 図 、 図 ６ （ ｅ ） は

図 ６ （ ａ ） の 左 側 面 図 、 図 ６ （ ｆ ） は 図 ６ （ ａ ） の 右 側 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ は 、 操 作 具 ３ ０ を 除 く 部 分 （ 柵 部 １ ０ 、 収 容 部 ２ ０ 及 び セ

ッ ト 部 ４ ０ ） が 従 来 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 に は な い 特 徴 的 な 部 分 で あ る 。 と り わ け 、 セ ッ ト

部 ４ ０ の 部 分 は 特 徴 的 な 形 態 を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 （ 昇 降 板 を 保 持 す る 際 の 動 作 ）

　 次 に 、 図 ７ （ ａ ） ～ （ ｃ ） を 参 照 し て 、 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 押 圧 体 ３ ３ （ 押 圧 盤 ３ ３

ｂ ） で 昇 降 板 Ｐ を 保 持 す る 際 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ （ ａ ） は 押 圧 体 ３ ３ の 押 圧 盤

３ ３ ｂ が 最 上 位 に あ る 状 態 を 示 す も の で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 押 圧 体 ３ ３ が 最 上 位 に あ る 状 態 か ら 操 作 バ ー ３ ５ を 押 し 下 げ る （ 図 中 時 計 ま わ り に 回 転

さ せ る ） と 、 そ の 回 転 に 伴 っ て 第 一 リ ン ク 材 ３ ４ ａ が リ ン ク 固 定 部 ３ １ ｂ と の 連 結 部 分 を

回 転 軸 と し て 下 方 向 （ 図 中 時 計 ま わ り ） に 回 転 す る （ 図 ７ （ ｂ ） ） 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 第 一 リ ン ク 材 ３ ４ ａ が 図 中 時 計 ま わ り に 回 転 す る と 、 そ の 回 転 に 伴 っ て 第 二 リ ン ク 材 ３

４ ｂ が 反 時 計 ま わ り に 回 転 し 、 昇 降 体 ３ ２ 及 び 押 圧 体 ３ ３ が ガ イ ド 部 ３ １ ｃ 内 で 押 し 下 げ

ら れ る （ 図 ７ （ ｂ ） ） 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 さ ら に 操 作 バ ー ３ ５ を 押 し 下 げ る と 、 第 一 リ ン ク 材 ３ ４ ａ が 図 中 時 計 ま わ り に 、 第 二 リ

ン ク 材 ３ ４ ｂ が 図 中 反 時 計 ま わ り に さ ら に 回 転 し 、 昇 降 体 ３ ２ 及 び 押 圧 体 ３ ３ が 昇 降 板 Ｐ

を 押 圧 す る 位 置 ま で ガ イ ド 部 ３ １ ｃ 内 で 押 し 下 げ ら れ る （ 図 ７ （ ｃ ） ） 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ で は 、 昇 降 板 Ｐ の 底 面 側 を 底 面 部 ４ １ で 支 持 す る と と も に

、 昇 降 板 Ｐ の 上 面 側 を 上 下 動 可 能 な 押 圧 体 ３ ３ で 押 圧 し て （ 底 面 部 ４ １ と 押 圧 体 ３ ３ で 挟

持 し て ） 昇 降 板 Ｐ を 保 持 す る も の で あ る た め 、 厚 さ の 異 な る 種 々 の 昇 降 板 Ｐ に 取 り 付 け る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 本 件 出 願 人 ら は 、 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 性 能 を 実 証 す る た め 評 価 試 験 （ 以 下 「

本 件 評 価 試 験 」 と い う ） を 行 っ た 。 な お 、 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 の よ う な 着 脱 式 の 昇

降 板 用 後 付 け 柵 に つ い て の 公 的 な 評 価 基 準 は 現 時 点 で 制 定 さ れ て い な い た め 、 本 発 明 の 昇

降 板 用 後 付 け 柵 と 同 様 、 足 場 か ら の 墜 落 災 害 を 防 止 す る た め に 使 用 さ れ る 「 枠 組 足 場 用 手

す り 枠 」 の 評 価 基 準 に 則 し て 試 験 を 行 っ た 。 こ の 評 価 基 準 は 、 建 設 工 事 用 仮 設 構 造 物 の 機

材 や 使 用 基 準 等 の 設 定 、 周 知 、 試 験 、 技 術 的 指 導 等 を 行 う 一 般 社 団 法 人 仮 設 工 業 会 の 評 価

基 準 で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ５ 】

　 前 記 評 価 基 準 で は 、 試 験 方 法 と し て 、 枠 組 足 場 用 手 す り 枠 を 試 験 用 ジ グ に 取 り 付 け 、 手

す り 材 の 中 央 部 に 重 り を つ り 下 げ る こ と に よ り 水 平 力 を 加 え 、 重 り ３ ０ ｋ ｇ の と き に お け

る 水 平 移 動 量 を 測 定 し 、 錘 １ ０ ０ ｋ ｇ の と き に お け る 枠 組 足 場 用 手 す り 枠 の 強 度 を 確 認 す

る こ と が 定 め ら れ 、 強 度 等 と し て 、 １ ． 水 平 移 動 量 ： １ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と 、 ２ ． 強

度 ： 水 平 移 動 量 が ４ ５ ｃ ｍ 以 下 で 、 か つ 、 重 り を ３ ０ 秒 間 保 持 で き る こ と が 定 め ら れ て い

る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 図 ８ （ ａ ） （ ｂ ） に 本 件 評 価 試 験 の 試 験 装 置 の 概 要 を 示 す 。 図 ８ （ ａ ） （ ｂ ） に お い て

、 Ａ は 昇 降 板 Ｐ に 見 立 て た 試 験 用 ジ グ 、 Ｂ は 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ に 引 っ か け た 引 張 ベ ル ト

（ ナ イ ロ ン ス リ ン グ ） 、 Ｃ は 高 さ 調 整 用 の 台 座 、 Ｄ は 滑 車 を 保 持 す る 保 持 ブ ロ ッ ク 、 Ｅ は

引 張 ベ ル ト を 掛 け 回 す 滑 車 、 Ｆ は 引 張 ベ ル ト Ｂ に 取 り 付 け た 引 張 装 置 、 Ｇ は 荷 重 を 計 測 す

る 荷 重 計 、 Ｈ は 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 変 位 量 を 計 測 す る レ ー ザ ー 距 離 計 、 Ｉ は レ ー ザ ー 距

離 計 Ｈ か ら 照 射 さ れ る レ ー ザ ー を 反 射 さ せ る 反 射 体 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 図 ８ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 レ ー ザ ー 距 離 計 Ｈ は 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 手 前 側 に 三

台 、 反 射 体 Ｉ は 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 上 枠 材 １ ２ の 幅 方 向 中 央 部 一 カ 所 に 設 置 し た 。 図 ８

（ ｂ ） に 示 す よ う に 、 三 台 の レ ー ザ ー 距 離 計 Ｈ は 、 上 枠 材 １ ２ に 設 置 さ れ た 反 射 体 Ｉ を 照

射 可 能 な 位 置 に 一 台 、 同 図 中 左 側 の ケ ー ス 体 ２ １ を 照 射 可 能 な 位 置 に 一 台 、 同 図 中 右 側 の

ケ ー ス 体 ２ １ を 照 射 可 能 な 位 置 に 一 台 設 置 し た 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 本 件 評 価 試 験 で は 、 引 張 装 置 Ｆ に よ っ て 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 上 枠 材 １ ２ の 幅 方 向 中 央

部 に 水 平 方 向 の 荷 重 を 付 加 し 、 そ の 際 の 変 位 量 を 計 測 し た 。 本 件 評 価 試 験 で は 、 付 加 荷 重

を ０ ｋ ｇ か ら １ ２ ０ ｋ ｇ ま で 連 続 的 に 変 化 さ せ 、 １ ０ ｋ ｇ ご と に 各 位 置 で の 変 位 を 計 測 し

た 。 付 加 荷 重 は 、 一 回 目 の 試 験 で は 約 ７ 分 か け て 、 二 回 目 の 試 験 で は 約 ６ 分 か け て ０ ｋ ｇ

か ら １ ２ ０ ｋ ｇ に 変 化 さ せ た 。 な お 、 こ こ で い う 変 位 と は 、 無 付 加 状 態 に お け る 上 枠 材 １

２ 及 び 両 縦 枠 材 １ １ の 位 置 を 基 準 と し た 場 合 の 水 平 方 向 へ の 移 動 距 離 を い う 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 本 件 評 価 試 験 の 一 回 目 の 結 果 を 表 １ に 、 二 回 目 の 結 果 を 表 ２ に 示 す 。 表 １ 及 び 表 ２ に お

い て 、 「 上 段 」 と は 反 射 体 Ｉ の 設 置 個 所 を 、 「 中 段 （ 左 ） 」 と は 図 ８ （ ｂ ） の 左 側 の ケ ー

ス 体 ２ １ の 照 射 位 置 を 、 「 中 段 （ 右 ） 」 と は 同 図 中 右 側 の ケ ー ス 体 ２ １ の 照 射 位 置 を 意 味

す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

【 表 １ 】
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【 ０ ０ ５ １ 】

【 表 ２ 】

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 （ 水 平 移 動 量 ）

　 ３ ０ ｋ ｇ の 荷 重 を か け た と き の 変 位 量 は 、 一 回 目 の 試 験 で は 、 上 段 で １ ９ ｍ ｍ 、 中 段 （

左 ） で ４ ｍ ｍ 、 中 段 （ 右 ） で ３ ｍ ｍ で あ り （ 表 １ 参 照 ） 、 二 回 目 の 試 験 で は 、 上 段 で ２ ７

ｍ ｍ 、 中 段 （ 左 ） で ５ ｍ ｍ 、 中 段 （ 右 ） で ４ ｍ ｍ で あ っ た （ 表 ２ 参 照 ） 。 い ず れ の 試 験 で

も 、 水 平 移 動 量 が 前 記 評 価 基 準 で 定 め る １ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と が 確 認 で き た 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 （ 強 度 ）

　 １ ０ ０ ｋ ｇ の 荷 重 を か け た と き の 水 平 変 位 量 は 、 一 回 目 の 試 験 で は 、 上 段 で １ ２ １ ｍ ｍ

、 中 段 （ 左 ） で ２ ４ ｍ ｍ 、 中 段 （ 右 ） で ２ ４ ｍ ｍ で あ り （ 表 １ 参 照 ） 、 二 回 目 の 試 験 で は

、 上 段 で １ ２ ４ ｍ ｍ 、 中 段 （ 左 ） で ２ ３ ｍ ｍ 、 中 段 （ 右 ） で ２ ７ ｍ ｍ （ 参 考 値 ） で あ っ た

（ 表 ２ 参 照 ） 。 い ず れ の 試 験 で も 、 水 平 移 動 量 が 前 記 評 価 基 準 で 定 め る ４ ５ ｃ ｍ （ ４ ５ ０

ｍ ｍ ） 以 下 で あ る こ と が 確 認 で き た 。 ま た 、 い ず れ の 試 験 で も 、 １ ０ ０ ｋ ｇ の 荷 重 を ３ ０

秒 以 上 保 持 す る こ と が で き た 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 以 上 の こ と か ら 、 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ は 、 前 記 評 価 基 準 に 定 め る 枠 組 足 場 用 手

す り 枠 と 同 等 以 上 の 強 度 を 備 え て い る こ と が 実 証 さ れ た 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 （ そ の 他 の 実 施 形 態 ）

　 前 記 実 施 形 態 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ に は 設 け ら れ て い な い が 、 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け

柵 １ に は 、 押 圧 体 ３ ３ に よ る 押 圧 が 不 用 意 に 解 除 さ れ な い よ う に す る 規 制 体 ５ ０ を 設 け る

こ と も で き る 。 図 ９ に 示 す よ う に 、 規 制 体 ５ ０ は 各 操 作 具 ３ ０ に 一 つ ず つ 設 け る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 一 例 と し て 図 ９ 及 び 図 １ ０ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 規 制 体 ５ ０ は 、 取 付 け ベ ー ス ５ １ と 、

取 付 け ベ ー ス ５ １ の 前 面 側 に 突 設 さ れ た 二 枚 の 軸 支 片 ５ ２ と 、 両 軸 支 片 ５ ２ 間 に 回 転 可 能

に 設 け ら れ た 規 制 枠 ５ ３ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 図 １ ０ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 形 態 の 取 付 け ベ ー ス ５ １ は 縦 長 の 薄 板 で

あ り 、 幅 方 向 中 央 付 近 に は 、 上 下 方 向 に 細 長 の 切 り 欠 き 部 ５ １ ａ が 設 け ら れ て い る 。 切 り

欠 き 部 ５ １ ａ は 、 規 制 体 ５ ０ を 取 り 付 け る 際 に 操 作 具 ３ ０ の 一 部 が 収 ま る 部 分 で あ る 。
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【 ０ ０ ５ ８ 】

　 取 付 け ベ ー ス ５ １ の 前 面 側 に は 二 枚 の 軸 支 片 ５ ２ が 突 設 さ れ て い る 。 両 軸 支 片 ５ ２ の う

ち 、 一 方 の 軸 支 片 ５ ２ の 内 面 に は 、 規 制 枠 ５ ３ を 被 規 制 位 置 で 支 持 す る た め の 支 持 台 ５ ２

ａ が 内 向 き に 突 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 図 １ ０ （ ｂ ） （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 二 枚 の 軸 支 片 ５ ２ の 間 に は 、 両 者 を 連 結 す る 連 結 軸

５ ２ ｂ が 軸 支 片 ５ ２ の 外 側 か ら 挿 入 さ れ る ビ ス ５ ２ ｃ に よ っ て 着 脱 可 能 に 保 持 さ れ て い る

。 こ の 連 結 軸 ５ ２ ｂ は 規 制 枠 ５ ３ を 回 転 可 能 に 支 持 す る た め の 部 材 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 前 記 規 制 枠 ５ ３ は 、 間 隔 を あ け て 対 向 配 置 さ れ た 二 枚 の Ｌ 字 状 の 側 部 材 ５ ３ ａ と 、 両 側

部 材 ５ ３ ａ の 上 端 を 連 結 す る 上 連 結 材 ５ ３ ｂ と 、 両 側 部 材 ５ ３ ａ の 下 端 側 を 連 結 す る 下 連

結 材 ５ ３ ｃ を 備 え て い る 。 こ の 実 施 形 態 の 上 連 結 材 ５ ３ ｂ は パ イ プ 材 で あ る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 規 制 枠 ５ ３ は 、 上 連 結 材 ５ ３ ｂ 内 に 挿 通 し た 連 結 軸 ５ ２ ｂ の 両 端 を ビ ス ５ ２ ｃ で 両 軸 支

片 ５ ２ に 固 定 す る こ と に よ っ て 、 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 こ の 実 施 形 態 の 規 制 体 ５ ０ は 、 操 作 具 ３ ０ （ 図 ４ 及 び 図 １ １ ） と と も に ケ ー ス 体 ２ １ 内

に 固 定 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 操 作 具 ３ ０ の 宛 が い 部 ３ １ ａ の 外 側 に 規 制 体 ５ ０ の 取 付

け ベ ー ス ５ １ を 重 ね た 状 態 で 、 共 通 の ボ ル ト で ケ ー ス 体 ２ １ の 内 面 に 固 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 図 ９ 及 び 図 １ ０ （ ａ ） ～ （ ｃ ） の よ う な 規 制 体 ５ ０ を 設 け る 場 合 、 リ ン ク 機 構 ３ ４ の ア

ー ム 部 ３ ４ ｃ に は 、 図 １ １ の よ う な 係 止 凹 部 ３ ４ ｄ を 設 け る の が 好 ま し い 。 こ の 係 止 凹 部

３ ４ ｄ は 規 制 枠 ５ ３ の 下 連 結 材 ５ ３ ｃ が 係 止 す る 部 分 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 図 １ ２ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 前 記 規 制 体 ５ ０ を 設 け る 場 合 、 押 圧 体 ３ ３ が 最 上

位 に あ る 状 態 （ 図 １ ２ （ ａ ） ） か ら 操 作 バ ー ３ ５ の 操 作 に よ っ て 昇 降 体 ３ ２ 及 び 押 圧 体 ３

３ が ガ イ ド 部 ３ １ ｃ 内 で 押 し 下 げ （ 図 １ ２ （ ｂ ） ） 、 そ の 後 、 押 圧 体 ３ ３ が 昇 降 板 Ｐ を 押

圧 す る 位 置 ま で 到 達 し た と こ ろ で 、 支 持 台 ５ ２ ａ 上 の 規 制 枠 ５ ３ を 横 に ず ら し て 支 持 台 ５

２ ａ か ら お ろ し 、 規 制 枠 ５ ３ の 下 連 結 材 ５ ３ ｃ を ア ー ム 部 ３ ４ ｃ の 係 止 凹 部 ３ ４ ｄ に 係 止

す る （ 図 １ ２ （ ｃ ） ） こ と で 、 操 作 部 ３ ５ の 上 方 向 へ の 操 作 を 規 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 反 対 に 、 前 記 押 圧 体 ３ ３ に よ る 昇 降 板 Ｐ の 押 圧 を 解 除 す る 場 合 、 規 制 枠 ５ ３ を 持 ち 上 げ

て 支 持 台 ５ ２ ａ 上 に 乗 せ た 後 、 操 作 部 ３ ５ を 引 き 上 げ て 、 押 圧 体 ３ ３ を 引 き 上 げ る こ と に

よ っ て 昇 降 板 Ｐ の 押 圧 を 解 除 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 図 ９ に 示 す 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の よ う に 、 操 作 部 ３ ５ の 操 作 を 規 制 す る 規 制 体 ５ ０ を 設

け る こ と で 、 作 業 者 が 操 作 部 ３ ５ に 接 触 し た り 、 荷 物 が 操 作 部 ３ ５ に ぶ つ か っ た り す る こ

と に よ っ て 生 じ る 、 押 圧 体 ３ ３ に よ る 押 圧 の 不 用 意 な 解 除 を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ れ

に よ り 、 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ 自 体 の 落 下 の ほ か 、 荷 物 の 落 下 や 作 業 員 の 転 落 を 確 実 に 防 止

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 前 記 実 施 形 態 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ に は 設 け ら れ て い な い が 、 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け

柵 １ に は 、 荷 台 Ｙ と 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 隙 間 か ら 荷 物 が 落 下 し た り 作 業 員 が 転 落 す る の

を 防 止 す る た め の 補 助 ベ ル ト ６ ０ を 装 着 で き る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 一 例 と し て 図 １ ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 補 助 ベ ル ト ６ ０ は 、 伸 縮 性 を 有 す る 帯 材 ６ １ と

帯 材 ６ １ の 長 手 方 向 両 端 に 設 け ら れ た 係 止 具 ６ ２ を 備 え て い る 。 補 助 ベ ル ト ６ ０ に は 、 既

存 の ラ ッ シ ン グ ベ ル ト な ど を 用 い る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 補 助 ベ ル ト ６ ０ を 装 着 で き る よ う に す る 場 合 、 図 ９ 及 び 図 １ ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す よ
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う に 、 柵 部 １ ０ の 縦 枠 材 １ １ の 上 部 に 開 口 部 １ １ ａ を 形 成 し 、 そ の 開 口 部 １ １ ａ に 補 助 ベ

ル ト ６ ０ の 一 端 に 設 け ら れ た 係 止 具 ６ ２ を 係 止 又 は 固 定 で き る よ う に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 車 両 Ｘ の 荷 台 Ｙ の 内 部 に は 、 ラ ッ シ ン グ ベ ル ト を 係 止 す る た め の 複 数 の 係 止 部 （ 以 下 「

荷 台 内 係 止 部 」 と い う ） Ｙ １ が 設 け ら れ て い る の が 一 般 的 で あ り 、 補 助 ベ ル ト ６ ０ の 他 端

側 の 係 止 具 ６ ２ は 、 こ の 荷 台 内 係 止 部 Ｙ １ に 係 止 あ る い は 固 定 す れ ば よ い 。 荷 台 Ｙ 内 に 荷

台 内 係 止 部 Ｙ １ が な い 場 合 に は 、 同 様 の 係 止 部 を 別 途 設 置 し 、 そ の 凹 部 に 補 助 ベ ル ト ６ ０

の 他 端 側 の 係 止 具 ６ ２ を 係 止 あ る い は 固 定 で き る よ う に す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 荷 台 Ｙ と 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 間 に 装 着 し た 伸 縮 式 の 補 助 ベ ル ト ６ ０ は 、 昇 降 板 Ｐ が 降

下 位 置 に あ る 場 合 に は 図 １ ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 伸 長 し 、 昇 降 板 Ｐ が 上 昇 位 置 に あ る 場 合

に は 図 １ ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 収 縮 す る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 図 １ ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 例 で は 、 帯 材 ６ １ の 長 手 方 向 両 端 に 係 止 具 ６ ２ を 備 え た 補

助 ベ ル ト ６ ０ を 一 例 と し て い る が 、 補 助 ベ ル ト ６ ０ は こ れ 以 外 の 構 造 で あ っ て も よ い 。 例

え ば 、 帯 材 ６ １ の 一 端 側 を 引 き 出 し 可 能 に 柵 部 １ ０ に 内 蔵 （ 固 定 ） し て お き 、 そ の 引 き 出

し 側 の 端 部 に 係 止 具 ６ ２ を 備 え た 構 造 と す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 こ の 場 合 、 補 助 ベ ル ト ６ ０ を 柵 部 １ ０ か ら 引 き 出 し 、 一 端 に 設 け ら れ た 係 止 具 ６ ２ を 荷

台 内 係 止 部 Ｙ １ に 係 止 す る こ と で 、 荷 台 Ｙ と 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 間 に 補 助 ベ ル ト ６ ０ を

設 置 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 図 １ ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 例 で は 、 補 助 ベ ル ト ６ ０ を 荷 台 Ｙ の 端 面 と 昇 降 板 用 後 付 け

柵 １ の 間 に 設 け る 場 合 を 一 例 と し て い る が 、 補 助 ベ ル ト ６ ０ は 、 両 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の

荷 台 Ｙ 側 の 開 口 部 １ １ ａ 同 士 を つ な い だ り 、 両 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 反 対 側 の 開 口 部 １ １

ａ 同 士 を つ な い だ り す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 図 １ ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 例 で は 、 一 つ の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ に 一 本 の 補 助 ベ ル ト ６

０ を 設 け る 場 合 を 一 例 と し て い る が 、 補 助 ベ ル ト ６ ０ は 、 一 つ の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ に 二

本 以 上 設 け る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 図 １ ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の よ う に 、 補 助 ベ ル ト ６ ０ を 装 着 で き

る よ う に す る こ と で 、 荷 台 Ｙ と 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 隙 間 か ら 荷 物 が 落 下 し た り 、 作 業 員

が 落 下 し た り す る 事 故 を 効 果 的 に 防 止 す る こ と が で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ は 、 各 種 車 両 Ｘ に 装 備 さ れ た 昇 降 板 、 特 に 、 荷 台 付 き の 車

両 Ｘ の 昇 降 板 Ｐ に 取 り 付 け て 使 用 す る 着 脱 式 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 と し て 好 適 に 用 い る こ と

が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 １ 　 　 　 昇 降 板 用 後 付 け 柵

　 １ ０ 　 　 柵 部

　 １ １ 　 　 縦 枠 材

　 １ １ ａ 　 開 口 部

　 １ ２ 　 　 上 枠 材

　 １ ３ 　 　 横 補 強 材

　 ２ ０ 　 　 収 容 部

　 ２ １ 　 　 ケ ー ス 体

　 ２ ２ 　 　 収 容 空 間
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　 ２ ３ 　 　 操 作 窓

　 ３ ０ 　 　 操 作 具

　 ３ １ 　 　 基 部

　 ３ １ ａ 　 宛 が い 部

　 ３ １ ｂ 　 リ ン ク 固 定 部

　 ３ １ ｃ 　 ガ イ ド 部

　 ３ ２ 　 　 昇 降 体

　 ３ ３ 　 　 押 圧 体

　 ３ ３ ａ 　 装 着 軸

　 ３ ３ ｂ 　 押 圧 盤

　 ３ ３ ｃ 　 凹 陥 部

　 ３ ３ ｄ 　 滑 り 止 め 部 材

　 ３ ４ 　 　 リ ン ク 機 構

　 ３ ４ ａ 　 第 一 リ ン ク 材

　 ３ ４ ｂ 　 第 二 リ ン ク 材

　 ３ ４ ｃ 　 ア ー ム 部

　 ３ ４ ｄ 　 係 止 凹 部

　 ３ ５ 　 　 操 作 部 （ 操 作 バ ー ）

　 ３ ６ 　 　 止 め 具

　 ４ ０ 　 　 セ ッ ト 部

　 ４ １ 　 　 底 面 部

　 ４ ２ 　 　 背 面 部

　 ４ ３ 　 　 天 面 部

　 ４ ４ 　 　 配 置 空 間

　 ４ ５ 　 　 滑 り 止 め 部 材

　 ４ ６ 　 　 補 強 材 （ 内 面 側 補 強 リ ブ ）

　 ４ ７ 　 　 補 強 材 （ 外 面 側 補 強 リ ブ ）

　 ４ ８ 　 　 挿 通 孔

　 ５ ０ 　 　 規 制 体

　 ５ １ 　 　 取 付 け ベ ー ス

　 ５ １ ａ 　 切 り 欠 き 部

　 ５ ２ 　 　 軸 支 片

　 ５ ２ ａ 　 支 持 台

　 ５ ２ ｂ 　 連 結 軸

　 ５ ２ ｃ 　 ビ ス

　 ５ ３ 　 　 規 制 枠

　 ５ ３ ａ 　 側 部 材

　 ５ ３ ｂ 　 上 連 結 材

　 ５ ３ ｃ 　 下 連 結 材

　 ６ ０ 　 　 補 助 ベ ル ト

　 ６ １ 　 　 帯 材

　 ６ ２ 　 　 係 止 具

　 Ａ 　 　 　 試 験 用 ジ グ

　 Ｂ 　 　 　 引 張 ベ ル ト （ ナ イ ロ ン ス リ ン グ ）

　 Ｃ 　 　 　 台 座

　 Ｄ 　 　 　 保 持 ブ ロ ッ ク

　 Ｅ 　 　 　 滑 車

　 Ｆ 　 　 　 引 張 装 置

　 Ｇ 　 　 　 荷 重 計

　 Ｈ 　 　 　 レ ー ザ ー 距 離 計
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　 Ｉ 　 　 　 反 射 体

　 Ｐ 　 　 　 昇 降 板

　 Ｘ 　 　 　 車 両 （ 荷 台 付 き 車 両 ）

　 Ｙ 　 　 　 荷 台

　 Ｙ １ 　 　 荷 台 内 係 止 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 手 続 補 正 書 】

【 提 出 日 】 令 和 2年 7月 1日 (2020.7.1)

【 手 続 補 正 １ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 車 両 に 設 置 さ れ た 昇 降 板 に 着 脱 可 能 な 昇 降 板 用 後 付 け 柵 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 ト ラ ッ ク な ど の 車 両 の 荷 台 後 部 に は 、 テ ー ル ゲ ー ト や テ ー ル ゲ ー ト リ フ タ ー 、 リ フ ト ゲ

ー ト 、 テ ー ル リ フ ト な ど と 呼 ば れ る 昇 降 板 が 設 け ら れ て い る 。 昇 降 板 は 荷 物 を 載 せ て 昇 降

す る も の で あ り 、 荷 台 に 積 ま れ た 荷 物 を お ろ す 際 や 荷 台 に 荷 物 を 積 む 際 に 利 用 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 近 年 、 昇 降 板 上 か ら の 転 落 や 、 昇 降 板 か ら 落 下 し た 荷 物 の 下 敷 き に な る な ど に よ り 、 作

業 員 や 車 両 近 く を 通 行 す る 人 が 死 傷 す る 事 故 が 発 生 し て い る 。 ま た 、 昇 降 板 は 厚 さ ３ ５ ｍ

ｍ ～ ４ ０ ｍ ｍ 程 度 と 薄 い た め 、 そ の 存 在 に 気 付 か ず に 、 車 両 や 通 行 人 が 昇 降 板 に 激 突 す る

事 故 も 発 生 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 こ の よ う な 事 故 を 防 ぐ た め 、 荷 物 の 落 下 や 作 業 員 の 転 落 を 防 止 す る 安 全 柵 の 設 置 が 望 ま

れ て い る 。 欧 州 で は 、 折 畳 み 式 の 安 全 柵 を 備 え た 昇 降 板 が 実 用 化 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献

１ ） 。 こ の 安 全 柵 は 昇 降 板 に 固 定 さ れ て お り 、 使 用 時 に は 起 立 さ せ 、 不 使 用 時 に は 倒 伏 さ

せ ら れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 我 が 国 で は 、 航 空 機 と の 接 続 用 な ど の 特 殊 な タ イ プ を 除 き 、 欧 州 で 実 用 化 し て い る よ う

な 安 全 柵 付 き の 昇 降 板 は 実 用 化 さ れ て お ら ず 、 地 上 に 設 置 し て 使 用 す る も の （ 特 許 文 献 １

） や 、 荷 台 の 支 柱 に 取 り 付 け る ワ イ ヤ ー ロ ー プ を 用 い た も の （ 特 許 文 献 ２ ） な ど が 知 ら れ

て い る 程 度 で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ９ ５ ２ ２ ２ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 平 ７ － ８ ０ ７ ５ 号 公 報

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 独 立 行 政 法 人 労 働 者 健 康 安 全 機 構 　 労 働 安 全 衛 生 総 合 研 究 所 ウ ェ ブ サ イ

ト （ URL： https://w w w.jniosh.johas.go.jp/publication/doc/houkoku/2018_01/tgl_a4_r

.pdf#zoom=100）

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 欧 州 で 実 用 化 さ れ て い る 前 記 安 全 柵 付 き の 昇 降 板 の よ う に 、 昇 降 板 に 安 全 柵 を 立 設 す る

た め に は 、 昇 降 板 に 安 全 柵 を 立 設 す る た め の 孔 を 設 け る 必 要 が あ る が 、 我 が 国 で は 、 強 度

の 観 点 か ら 製 造 者 の 責 任 に よ る 補 強 等 が な い 限 り 昇 降 板 に 孔 を あ け る こ と は 不 可 能 で あ る

。 ま た 、 安 全 柵 付 き の 昇 降 板 で は 安 全 柵 の 立 設 位 置 を 変 更 す る こ と が で き ず 、 他 の 場 所 に

安 全 柵 を 設 け た い 場 合 に 対 応 す る こ と が で き な い 。

【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 ま た 、 地 上 に 設 置 し て 使 用 す る 安 全 柵 や ワ イ ヤ ー ロ ー プ を 用 い た 安 全 柵 は 、 地 上 に 固 定

さ れ て い る わ け で は な い た め 、 安 全 柵 が 昇 降 板 か ら 離 れ る 方 向 に 移 動 し て 昇 降 板 と 安 全 柵

の 間 に 隙 間 が 生 じ た 場 合 に 、 そ の 隙 間 に 作 業 者 あ る い は 荷 物 が 落 下 す る お そ れ が あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 解 決 課 題 は 、 取 り 付 け 位 置 を 自 由 に 決 め る こ と が で き 、 地 上 に 設 置 し て 使 用 す

る 安 全 柵 や ワ イ ヤ ー ロ ー プ を 用 い た 安 全 柵 よ り も 安 全 で 強 度 の 高 い 昇 降 板 用 後 付 け 柵 を 提

供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 は 、 車 両 に 設 置 さ れ た 昇 降 板 に 着 脱 可 能 な 昇 降 板 用 後 付 け 柵

で あ っ て 、 柵 部 と 収 容 部 と 操 作 具 と セ ッ ト 部 を 備 え て い る 。 柵 部 は 縦 枠 材 を 備 え て い る 。

収 容 部 は 縦 枠 材 の 延 長 線 上 の 下 側 に 、 セ ッ ト 部 は 収 容 部 の 延 長 線 上 の 下 側 に 設 け ら れ て い

る 。 セ ッ ト 部 は 昇 降 板 の 下 面 側 に 宛 が わ れ る 底 面 部 を 、 操 作 具 は 昇 降 板 の 上 面 を 抑 え る 上

下 動 可 能 な 押 圧 体 と 押 圧 体 を 上 下 動 さ せ る 操 作 部 を 備 え て い る 。 操 作 具 は 押 圧 体 が 縦 枠 材

の 延 長 線 上 に 位 置 す る よ う に 収 容 部 に 収 容 さ れ て い る 。 前 記 構 成 を 備 え た 昇 降 板 用 後 付 け

柵 は 、 底 面 部 が 昇 降 板 の 下 面 側 に 配 置 さ れ た 状 態 で 押 圧 体 が 操 作 具 の 操 作 部 に よ っ て 押 し

下 げ ら れ る と 、 底 面 部 と 押 圧 体 と に よ っ て 昇 降 板 が 挟 持 さ れ 、 底 面 部 と 押 圧 体 で 昇 降 板 を

挟 持 し た 状 態 で 前 記 押 圧 体 が 操 作 具 の 操 作 部 に よ っ て 引 き 上 げ ら れ る と 、 当 該 底 面 部 と 押

圧 体 に よ る 昇 降 板 の 挟 持 が 解 除 さ れ る よ う に し て あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 は 、 次 の 効 果 を 奏 す る 。

　 （ １ ） 昇 降 板 と 別 体 で あ る た め 、 取 り 付 け 位 置 を 自 由 に 変 え る こ と が で き る 。

　 （ ２ ） 昇 降 板 に 取 り 付 け る も の で あ る た め 、 昇 降 板 と 安 全 柵 の 間 に 隙 間 が 生 じ る こ と が

な く 、 作 業 者 あ る い は 荷 物 が 落 下 す る 心 配 が な い 。

　 （ ３ ） 昇 降 板 の 上 面 と 下 面 を 挟 持 す る も の で あ る た め 、 従 来 の 地 上 に 設 置 し て 使 用 す る

安 全 柵 や ワ イ ヤ ー ロ ー プ を 用 い た 安 全 柵 よ り も 強 度 が 高 い 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ３ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 の 使 用 状 態 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 。

【 図 ３ 】 （ ａ ） は 図 ２ に 示 す 昇 降 板 用 後 付 け 柵 の 正 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 左 側 面 図 、 （

ｃ ） は （ ａ ） の Ｓ － Ｓ 断 面 図 。

【 図 ４ 】 図 ２ に 示 す 昇 降 板 用 後 付 け 柵 の 操 作 具 の 一 例 を 示 す 正 面 図 。

【 図 ５ 】 図 ３ （ ｃ ） の Ｚ 部 拡 大 図 。

【 図 ６ 】 （ ａ ） は 図 ２ に 示 す 昇 降 板 用 後 付 け 柵 の 正 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 背 面 図 、 （ ｃ

） は （ ａ ） の 平 面 図 、 （ ｄ ） は （ ａ ） の 底 面 図 、 （ ｅ ） は （ ａ ） の 左 側 面 図 、 （ ｆ ） は （

ａ ） の 右 側 面 図 。

【 図 ７ 】 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 図 ４ に 示 す 操 作 具 の 動 作 説 明 図 。

【 図 ８ 】 （ ａ ） は 評 価 試 験 の 試 験 装 置 の 側 面 概 要 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 正 面 図 。

【 図 ９ 】 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 の 他 例 を 示 す 斜 視 図 。

【 図 １ ０ 】 （ ａ ） は 規 制 体 の 一 例 を 示 す 正 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 右 側 面 図 、 （ ｃ ） は （

ａ ） の 平 面 図 。

【 図 １ １ 】 図 ９ に 示 す 昇 降 板 用 後 付 け 柵 の 操 作 具 の 一 例 を 示 す 正 面 図 。

【 図 １ ２ 】 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 図 １ ０ に 示 す 規 制 体 及 び 図 １ １ に 示 す 操 作 具 の 動 作 説 明 図 。

【 図 １ ３ 】 （ ａ ） は 補 助 ベ ル ト を 設 け る 場 合 の 使 用 状 態 説 明 図 、 （ ｂ ） は 昇 降 板 が 降 下 位

置 に あ る 場 合 の 補 助 ベ ル ト の 説 明 図 、 （ ｃ ） は 昇 降 板 が 上 昇 位 置 に あ る 場 合 の 補 助 ベ ル ト

の 説 明 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ４ 】
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　 （ 実 施 形 態 ）

　 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 一 例 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 本 発 明 の 昇 降 板 用 後

付 け 柵 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ト ラ ッ ク な ど の 車 両 （ 荷 台 付 き 車 両 ） Ｘ の 荷 台 Ｙ の 後 方

に 設 置 さ れ た 昇 降 板 Ｐ に 取 り 付 け て 使 用 す る も の で あ る 。 な お 、 昇 降 板 Ｐ の 幅 方 向 両 側 方

及 び 後 方 側 に は 、 一 般 に 端 面 か ら ４ ２ ～ ７ ２ ｍ ｍ 程 度 の 位 置 に 台 車 等 の キ ャ ス タ ー 脱 輪 防

止 用 の ス ト ッ パ ー が 設 け ら れ て い る 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 で も 、 本 願 発 明 の 昇 降 板 用 後 付

け 柵 １ は ス ト ッ パ ー の 外 側 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 以 下 、 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 一 例

に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 一 例 と し て 図 ２ 及 び 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ は 、 柵 部 １ ０ と 収 容

部 ２ ０ と 操 作 具 ３ ０ と セ ッ ト 部 ４ ０ を 備 え て い る 。 柵 部 １ ０ と 収 容 部 ２ ０ と セ ッ ト 部 ４ ０

は 溶 接 に よ り 接 合 さ れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ は 重 さ ８ ｋ ｇ 程 度 で あ

り 、 作 業 者 が 一 人 で 容 易 に 着 脱 作 業 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 前 記 柵 部 １ ０ は 作 業 者 が 持 つ 手 す り や 荷 台 上 の 荷 物 が 落 下 す る の を 防 止 す る 部 分 で あ る

。 一 例 と し て 図 ２ 及 び 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 柵 部 １ ０ は 、 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ た 二

本 の 縦 枠 材 １ １ と 当 該 両 縦 枠 材 １ １ の 上 端 間 に 配 置 さ れ た 上 枠 材 １ ２ を 備 え た 下 向 き コ 字

状 の 部 材 で あ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 両 縦 枠 材 １ １ と 上 枠 材 １ ２ を 、 一 本 の 丸 パ イ プ を 曲

げ て 形 成 し て あ る 。 縦 枠 材 １ １ は 三 本 以 上 と す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 前 記 二 本 の 縦 枠 材 １ １ の 長 手 方 向 中 段 位 置 に は 一 本 の 横 補 強 材 １ ３ が 設 け ら れ て い る 。

横 補 強 材 １ ３ は 、 溶 接 に よ り 両 縦 枠 材 １ １ に 接 合 さ れ て い る 。 横 補 強 材 １ ３ を 二 本 以 上 と

す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 こ の 実 施 形 態 の 柵 部 １ ０ は 、 鋼 製 の 丸 パ イ プ を 溶 接 し て 構 成 さ れ て い る 。 柵 部 １ ０ は 角

パ イ プ 等 、 丸 パ イ プ 以 外 の も の で 構 成 す る こ と も で き る 。 両 縦 枠 材 １ １ の 下 端 に は 前 記 収

容 部 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 両 縦 枠 材 １ １ の 下 端 は 収 容 部 ２ ０ の 上 側 に 差 し 込 ま れ て い る

。 差 し 込 ま れ た 両 縦 枠 材 １ １ は 、 溶 接 に よ り 収 容 部 ２ ０ と 接 合 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 前 記 収 容 部 ２ ０ は 、 前 記 操 作 具 ３ ０ を 収 容 す る 部 材 で あ る 。 一 例 と し て 図 ２ 及 び 図 ３ （

ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 収 容 部 ２ ０ は 、 縦 長 の ケ ー ス 体 ２ １ と 当 該 ケ ー ス 体 ２ １ の 内 側 に 形 成

さ れ た 収 容 空 間 ２ ２ を 備 え て い る 。 こ の 実 施 形 態 の ケ ー ス 体 ２ １ は 四 面 を 備 え た 角 筒 状 で

あ る が 、 ケ ー ス 体 ２ １ は 円 筒 状 や 他 の 多 角 形 状 な ど 、 角 筒 状 以 外 の 形 状 と す る こ と も で き

る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 各 ケ ー ス 体 ２ １ の 内 面 に は 収 容 空 間 ２ ２ と 連 通 す る 操 作 窓 ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 ケ ー

ス 体 ２ １ は 、 一 方 の 縦 枠 材 １ １ に 取 り 付 け ら れ た も の と 他 方 の 縦 枠 材 １ １ に 取 り 付 け ら れ

た も の と が 同 じ 高 さ と な る よ う に し て あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 前 記 操 作 具 ３ ０ は 、 セ ッ ト 部 ４ ０ に セ ッ ト さ れ た 昇 降 板 Ｐ を 上 方 か ら 押 さ え る も の で あ

る 。 こ の 実 施 形 態 の 操 作 具 ３ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 基 部 ３ １ と 昇 降 体 ３ ２ と 押 圧 体 ３

３ と リ ン ク 機 構 ３ ４ と 棒 状 の 操 作 部 （ 操 作 バ ー ） ３ ５ を 備 え て い る 。 操 作 部 ３ ５ は 棒 状 以

外 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 形 態 の 基 部 ３ １ は 、 ケ ー ス 体 ２ １ の 内 面 に 宛 が う 宛 が い 部

３ １ ａ と 、 宛 が い 部 ３ １ ａ の 上 端 側 に 設 け ら れ た リ ン ク 固 定 部 ３ １ ｂ と 、 宛 が い 部 ３ １ ａ

の 下 端 側 に 設 け ら れ た 円 筒 状 の ガ イ ド 部 ３ １ ｃ を 備 え て い る 。 操 作 具 ３ ０ は 宛 が い 部 ３ １

ａ が 止 め 具 ３ ６ （ 図 ２ ） で ケ ー ス 体 ２ １ の 内 面 に 固 定 さ れ る こ と に よ っ て 、 ケ ー ス 体 ２ １

に 保 持 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 前 記 リ ン ク 機 構 ３ ４ は 、 一 端 側 が 固 定 部 ３ １ ｂ に 回 転 可 能 に 軸 支 さ れ た 第 一 リ ン ク 材 ３

４ ａ と 、 第 一 リ ン ク 材 ３ ４ ａ の 中 央 付 近 に 回 転 可 能 に 軸 支 さ れ た 第 二 リ ン ク 材 ３ ４ ｂ と 、

第 一 リ ン ク 材 ３ ４ ａ の 他 端 側 に 固 定 さ れ た ア ー ム 部 ３ ４ ｃ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 前 記 第 二 リ ン ク 材 ３ ４ ｂ の 下 端 側 に は 、 円 筒 状 の ガ イ ド 部 ３ １ ｃ の 内 側 に 配 置 さ れ た 昇

降 体 ３ ２ の 上 端 側 が 回 転 可 能 に 保 持 さ れ て い る 。 昇 降 体 ３ ２ の 下 端 側 に は 、 装 着 軸 ３ ３ ａ

と 押 圧 盤 ３ ３ ｂ を 備 え た 押 圧 体 ３ ３ の 当 該 装 着 軸 ３ ３ ａ が 埋 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 押 圧 体 ３ ３ は 、 装 着 軸 ３ ３ ａ の ね じ 込 み 量 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 昇 降 体 ３ ２ か ら の

突 出 長 を 調 整 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 押 圧 盤 ３ ３ ｂ の 底 面 側 に は 円 盤 状 の 凹 陥 部 ３ ３ ｃ が 設 け て

あ り 、 当 該 凹 陥 部 ３ ３ ｃ に 滑 り 止 め 部 材 ３ ３ ｄ が 設 け ら れ て い る 。 滑 り 止 め 部 材 ３ ３ ｄ を

凹 陥 部 ３ ３ ｃ に 設 け る こ と で 、 滑 り 止 め 部 材 ３ ３ ｄ に 水 平 方 向 の 力 が 働 い て 水 平 方 向 に ず

れ て も 、 滑 り 止 め 部 材 ３ ３ ｄ の 外 周 面 が 凹 陥 部 ３ ３ ｃ の 内 周 面 に ぶ つ か る た め 、 偏 平 面 に

設 け る 場 合 に 比 べ て 、 滑 り 止 め 部 材 ３ ３ ｄ が 脱 落 し に く く な る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 こ の 実 施 形 態 で は 、 滑 り 止 め 部 材 ３ ３ ｄ の 厚 さ を 凹 陥 部 の 深 さ よ り も 厚 く し て 、 滑 り 止

め 部 材 ３ ３ ｄ の 下 端 面 が 押 圧 盤 ３ ３ ｂ の 底 面 よ り も 下 側 に 突 出 す る よ う に し て あ る 。 滑 り

止 め 部 材 ３ ３ ｄ に は 硬 度 ８ ０ の ゴ ム 板 や こ れ と 同 等 の 硬 度 を 有 す る シ リ コ ン 板 等 を 用 い る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 前 記 ア ー ム 部 ３ ４ ｃ の 先 端 側 に は 、 操 作 バ ー ３ ５ が 設 け ら れ て い る 。 操 作 バ ー ３ ５ は 、

収 容 部 ２ ０ に 固 定 さ れ た 状 態 で 収 容 空 間 ２ ２ 外 に 突 出 す る よ う に し て あ る 。 こ の 実 施 形 態

の 操 作 バ ー ３ ５ は 内 向 き に 突 設 さ れ て い る た め 、 昇 降 板 Ｐ に 取 り 付 け た 際 に 作 業 の 邪 魔 に

な り に く い 。 操 作 バ ー ３ ５ は 最 下 位 ま で 押 し 下 げ た と き に 、 押 圧 盤 ３ ３ ｂ と 平 行 に な る 向

き 、 換 言 す れ ば 、 昇 降 板 Ｐ に 装 着 し た 際 に 当 該 昇 降 板 Ｐ と 平 行 に な る 角 度 で 設 け ら れ て い

る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 操 作 バ ー ３ ５ を こ の よ う な 角 度 と す る こ と で 、 作 業 者 が 操 作 バ ー ３ ５ を 足 で 踏 ん で 操 作

し た 際 に 、 操 作 バ ー ３ ５ に 体 重 を か け や す く 、 結 果 と し て 押 圧 盤 ３ ３ ｂ で の 昇 降 板 Ｐ の 押

圧 力 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 前 記 セ ッ ト 部 ４ ０ は 、 昇 降 板 Ｐ を セ ッ ト す る 部 分 で あ る 。 一 例 と し て 図 ２ 及 び 図 ３ （ ａ

） ～ （ ｃ ） に 示 す セ ッ ト 部 ４ ０ は 、 昇 降 板 Ｐ の 底 面 側 に 宛 が わ れ る 底 面 部 ４ １ と 、 底 面 部

４ １ の 一 端 側 か ら 上 向 き に 立 設 さ れ た 背 面 部 ４ ２ と 、 背 面 部 ４ ２ の 上 端 か ら 底 面 部 ４ １ と

平 行 に 突 設 さ れ た 天 面 部 ４ ３ を 備 え た コ 字 状 の 部 材 で あ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 こ の 実 施 形 態 の 底 面 部 ４ １ 、 背 面 部 ４ ２ 及 び 天 面 部 ４ ３ は 鋼 製 の 板 材 で あ り 、 溶 接 に よ

り 接 合 さ れ て い る 。 底 面 部 ４ １ 、 背 面 部 ４ ２ 及 び 天 面 部 ４ ３ の 内 側 に は 、 昇 降 板 が 配 置 さ

れ る 配 置 空 間 ４ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 セ ッ ト 部 ４ ０ は 、 配 置 空 間 ４ ４ に 昇 降 板 Ｐ が 収 ま る

よ う に 昇 降 板 Ｐ の 端 面 側 に 被 せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 こ の 実 施 形 態 で は 、 底 面 部 ４ １ と 天 面 部 ４ ３ の 間 隔 を ５ ５ ｍ ｍ 程 度 と し て あ る 。 底 面 部

４ １ と 天 面 部 ４ ３ の 間 隔 を ５ ５ ｍ ｍ 程 度 と し た の は 、 各 種 厚 さ の 昇 降 板 Ｐ に 対 応 で き る よ

う に す る た め で あ る 。 な お 、 昇 降 板 Ｐ の 厚 さ は 一 般 に ３ ５ ｍ ｍ ～ ３ ９ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 前 記 底 面 部 ４ １ の 内 面 に は 、 滑 り 止 め 部 材 ４ ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 滑

り 止 め 部 材 ４ ５ と し て ゴ ム 製 シ ー ト を 用 い て い る が 、 滑 り 止 め 部 材 ４ ５ は ゴ ム 製 シ ー ト 以

外 で あ っ て も よ い 。 滑 り 止 め 部 材 ４ ５ は 、 底 面 部 ４ １ に 凹 陥 部 （ 図 示 し な い ） を 設 け て 当
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該 凹 陥 部 内 に 設 け る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 滑 り 止 め 部 材 ３ ３ ｄ と 同 様 脱 落 し に く く な

る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。 滑 り 止 め 部 材 ４ ５ は 省 略 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 前 記 背 面 部 ４ ２ の 内 面 側 に は 、 二 本 の 補 強 材 （ 以 下 「 内 面 側 補 強 リ ブ 」 と い う ） ４ ６ が

間 隔 を あ け て 縦 向 き に 設 け ら れ て い る 。 内 面 側 補 強 リ ブ ４ ６ は 鋼 製 の 角 棒 状 で あ り 、 下 端

が 底 面 部 ４ １ の 内 面 に 、 背 面 が 背 面 部 ４ ２ の 内 面 に 、 上 端 が 天 面 部 ４ ３ の 内 面 に 当 接 し て

、 溶 接 に よ り 接 合 さ れ て い る 。 内 面 側 補 強 リ ブ ４ ６ の 形 状 や 本 数 は こ れ 以 外 で あ っ て も よ

い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 底 面 部 ４ １ 、 背 面 部 ４ ２ 及 び 天 面 部 ４ ３ の 外 周 に は 、 側 面 視 コ 字 状 の 補 強 材 （ 以 下 「 外

面 側 補 強 リ ブ 」 と い う ） ４ ７ が 間 隔 を あ け て 二 本 設 け ら れ て い る 。 外 面 側 補 強 リ ブ ４ ７ の

各 辺 は 、 底 面 部 ４ １ 、 背 面 部 ４ ２ 及 び 天 面 部 ４ ３ の 外 周 に 当 接 し て 、 溶 接 に よ り 接 合 さ れ

て い る 。 ま た 、 外 面 側 補 強 リ ブ ４ ７ の う ち 、 天 面 部 ４ ３ の 外 周 に 位 置 す る 部 分 は 、 収 容 部

２ ０ の ケ ー ス 体 ２ １ の 外 面 に も 溶 接 に よ り 接 合 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 ３ （ ｃ ） 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 前 記 天 面 部 ４ ３ に は 、 そ の 肉 厚 方 向 に 貫 通 す る 挿 通

孔 ４ ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 の 挿 通 孔 ４ ８ は 二 本 の 外 面 側 補 強 リ ブ ４ ７ の 内 側

に 設 け ら れ て い る 。 挿 通 孔 ４ ８ は 、 後 述 す る 操 作 具 ３ ０ の 押 圧 体 ３ ３ が 通 過 す る 部 分 で あ

る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 こ の 実 施 形 態 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 は 、 図 ６ （ ａ ） ～ （ ｆ ） の よ う な 外 観 を 備 え て い る 。

図 ６ （ ａ ） は こ の 実 施 形 態 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 の 正 面 図 、 図 ６ （ ｂ ） は 図 ６ （ ａ ） の 背 面

図 、 図 ６ （ ｃ ） は 図 ６ （ ａ ） の 平 面 図 、 図 ６ （ ｄ ） は 図 ６ （ ａ ） の 底 面 図 、 図 ６ （ ｅ ） は

図 ６ （ ａ ） の 左 側 面 図 、 図 ６ （ ｆ ） は 図 ６ （ ａ ） の 右 側 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ は 、 操 作 具 ３ ０ を 除 く 部 分 （ 柵 部 １ ０ 、 収 容 部 ２ ０ 及 び セ

ッ ト 部 ４ ０ ） が 従 来 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 に は な い 特 徴 的 な 部 分 で あ る 。 と り わ け 、 セ ッ ト

部 ４ ０ の 部 分 は 特 徴 的 な 形 態 を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 （ 昇 降 板 を 保 持 す る 際 の 動 作 ）

　 次 に 、 図 ７ （ ａ ） ～ （ ｃ ） を 参 照 し て 、 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 押 圧 体 ３ ３ （ 押 圧 盤 ３ ３

ｂ ） で 昇 降 板 Ｐ を 保 持 す る 際 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ （ ａ ） は 押 圧 体 ３ ３ の 押 圧 盤

３ ３ ｂ が 最 上 位 に あ る 状 態 を 示 す も の で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 押 圧 体 ３ ３ が 最 上 位 に あ る 状 態 か ら 操 作 バ ー ３ ５ を 押 し 下 げ る （ 図 中 時 計 ま わ り に 回 転

さ せ る ） と 、 そ の 回 転 に 伴 っ て 第 一 リ ン ク 材 ３ ４ ａ が リ ン ク 固 定 部 ３ １ ｂ と の 連 結 部 分 を

回 転 軸 と し て 下 方 向 （ 図 中 時 計 ま わ り ） に 回 転 す る （ 図 ７ （ ｂ ） ） 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 第 一 リ ン ク 材 ３ ４ ａ が 図 中 時 計 ま わ り に 回 転 す る と 、 そ の 回 転 に 伴 っ て 第 二 リ ン ク 材 ３

４ ｂ が 反 時 計 ま わ り に 回 転 し 、 昇 降 体 ３ ２ 及 び 押 圧 体 ３ ３ が ガ イ ド 部 ３ １ ｃ 内 で 押 し 下 げ

ら れ る （ 図 ７ （ ｂ ） ） 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 さ ら に 操 作 バ ー ３ ５ を 押 し 下 げ る と 、 第 一 リ ン ク 材 ３ ４ ａ が 図 中 時 計 ま わ り に 、 第 二 リ

ン ク 材 ３ ４ ｂ が 図 中 反 時 計 ま わ り に さ ら に 回 転 し 、 昇 降 体 ３ ２ 及 び 押 圧 体 ３ ３ が 昇 降 板 Ｐ

を 押 圧 す る 位 置 ま で ガ イ ド 部 ３ １ ｃ 内 で 押 し 下 げ ら れ る （ 図 ７ （ ｃ ） ） 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ で は 、 昇 降 板 Ｐ の 底 面 側 を 底 面 部 ４ １ で 支 持 す る と と も に

、 昇 降 板 Ｐ の 上 面 側 を 上 下 動 可 能 な 押 圧 体 ３ ３ で 押 圧 し て （ 底 面 部 ４ １ と 押 圧 体 ３ ３ で 挟

持 し て ） 昇 降 板 Ｐ を 保 持 す る も の で あ る た め 、 厚 さ の 異 な る 種 々 の 昇 降 板 Ｐ に 取 り 付 け る

こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】

　 本 件 出 願 人 ら は 、 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 性 能 を 実 証 す る た め 評 価 試 験 （ 以 下 「

本 件 評 価 試 験 」 と い う ） を 行 っ た 。 な お 、 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 の よ う な 着 脱 式 の 昇

降 板 用 後 付 け 柵 に つ い て の 公 的 な 評 価 基 準 は 現 時 点 で 制 定 さ れ て い な い た め 、 本 発 明 の 昇

降 板 用 後 付 け 柵 と 同 様 、 足 場 か ら の 墜 落 災 害 を 防 止 す る た め に 使 用 さ れ る 「 枠 組 足 場 用 手

す り 枠 」 の 評 価 基 準 に 則 し て 試 験 を 行 っ た 。 こ の 評 価 基 準 は 、 建 設 工 事 用 仮 設 構 造 物 の 機

材 や 使 用 基 準 等 の 設 定 、 周 知 、 試 験 、 技 術 的 指 導 等 を 行 う 一 般 社 団 法 人 仮 設 工 業 会 の 評 価

基 準 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 前 記 評 価 基 準 で は 、 試 験 方 法 と し て 、 枠 組 足 場 用 手 す り 枠 を 試 験 用 ジ グ に 取 り 付 け 、 手

す り 材 の 中 央 部 に 重 り を つ り 下 げ る こ と に よ り 水 平 力 を 加 え 、 重 り ３ ０ ｋ ｇ の と き に お け

る 水 平 移 動 量 を 測 定 し 、 錘 １ ０ ０ ｋ ｇ の と き に お け る 枠 組 足 場 用 手 す り 枠 の 強 度 を 確 認 す

る こ と が 定 め ら れ 、 強 度 等 と し て 、 １ ． 水 平 移 動 量 ： １ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と 、 ２ ． 強

度 ： 水 平 移 動 量 が ４ ５ ｃ ｍ 以 下 で 、 か つ 、 重 り を ３ ０ 秒 間 保 持 で き る こ と が 定 め ら れ て い

る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 図 ８ （ ａ ） （ ｂ ） に 本 件 評 価 試 験 の 試 験 装 置 の 概 要 を 示 す 。 図 ８ （ ａ ） （ ｂ ） に お い て

、 Ａ は 昇 降 板 Ｐ に 見 立 て た 試 験 用 ジ グ 、 Ｂ は 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ に 引 っ か け た 引 張 ベ ル ト

（ ナ イ ロ ン ス リ ン グ ） 、 Ｃ は 高 さ 調 整 用 の 台 座 、 Ｄ は 滑 車 を 保 持 す る 保 持 ブ ロ ッ ク 、 Ｅ は

引 張 ベ ル ト を 掛 け 回 す 滑 車 、 Ｆ は 引 張 ベ ル ト Ｂ に 取 り 付 け た 引 張 装 置 、 Ｇ は 荷 重 を 計 測 す

る 荷 重 計 、 Ｈ は 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 変 位 量 を 計 測 す る レ ー ザ ー 距 離 計 、 Ｉ は レ ー ザ ー 距

離 計 Ｈ か ら 照 射 さ れ る レ ー ザ ー を 反 射 さ せ る 反 射 体 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 図 ８ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 レ ー ザ ー 距 離 計 Ｈ は 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 手 前 側 に 三

台 、 反 射 体 Ｉ は 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 上 枠 材 １ ２ の 幅 方 向 中 央 部 一 カ 所 に 設 置 し た 。 図 ８

（ ｂ ） に 示 す よ う に 、 三 台 の レ ー ザ ー 距 離 計 Ｈ は 、 上 枠 材 １ ２ に 設 置 さ れ た 反 射 体 Ｉ を 照

射 可 能 な 位 置 に 一 台 、 同 図 中 左 側 の ケ ー ス 体 ２ １ を 照 射 可 能 な 位 置 に 一 台 、 同 図 中 右 側 の

ケ ー ス 体 ２ １ を 照 射 可 能 な 位 置 に 一 台 設 置 し た 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 本 件 評 価 試 験 で は 、 引 張 装 置 Ｆ に よ っ て 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 上 枠 材 １ ２ の 幅 方 向 中 央

部 に 水 平 方 向 の 荷 重 を 付 加 し 、 そ の 際 の 変 位 量 を 計 測 し た 。 本 件 評 価 試 験 で は 、 付 加 荷 重

を ０ ｋ ｇ か ら １ ２ ０ ｋ ｇ ま で 連 続 的 に 変 化 さ せ 、 １ ０ ｋ ｇ ご と に 各 位 置 で の 変 位 を 計 測 し

た 。 付 加 荷 重 は 、 一 回 目 の 試 験 で は 約 ７ 分 か け て 、 二 回 目 の 試 験 で は 約 ６ 分 か け て ０ ｋ ｇ

か ら １ ２ ０ ｋ ｇ に 変 化 さ せ た 。 な お 、 こ こ で い う 変 位 と は 、 無 付 加 状 態 に お け る 上 枠 材 １

２ 及 び 両 縦 枠 材 １ １ の 位 置 を 基 準 と し た 場 合 の 水 平 方 向 へ の 移 動 距 離 を い う 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 本 件 評 価 試 験 の 一 回 目 の 結 果 を 表 １ に 、 二 回 目 の 結 果 を 表 ２ に 示 す 。 表 １ 及 び 表 ２ に お

い て 、 「 上 段 」 と は 反 射 体 Ｉ の 設 置 個 所 を 、 「 中 段 （ 左 ） 」 と は 図 ８ （ ｂ ） の 左 側 の ケ ー

ス 体 ２ １ の 照 射 位 置 を 、 「 中 段 （ 右 ） 」 と は 同 図 中 右 側 の ケ ー ス 体 ２ １ の 照 射 位 置 を 意 味

す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】
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【 表 １ 】

【 ０ ０ ５ １ 】

【 表 ２ 】

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 （ 水 平 移 動 量 ）

　 ３ ０ ｋ ｇ の 荷 重 を か け た と き の 変 位 量 は 、 一 回 目 の 試 験 で は 、 上 段 で １ ９ ｍ ｍ 、 中 段 （

左 ） で ４ ｍ ｍ 、 中 段 （ 右 ） で ３ ｍ ｍ で あ り （ 表 １ 参 照 ） 、 二 回 目 の 試 験 で は 、 上 段 で ２ ７

ｍ ｍ 、 中 段 （ 左 ） で ５ ｍ ｍ 、 中 段 （ 右 ） で ４ ｍ ｍ で あ っ た （ 表 ２ 参 照 ） 。 い ず れ の 試 験 で

も 、 水 平 移 動 量 が 前 記 評 価 基 準 で 定 め る １ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と が 確 認 で き た 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 （ 強 度 ）

　 １ ０ ０ ｋ ｇ の 荷 重 を か け た と き の 水 平 変 位 量 は 、 一 回 目 の 試 験 で は 、 上 段 で １ ２ １ ｍ ｍ

、 中 段 （ 左 ） で ２ ４ ｍ ｍ 、 中 段 （ 右 ） で ２ ４ ｍ ｍ で あ り （ 表 １ 参 照 ） 、 二 回 目 の 試 験 で は

、 上 段 で １ ２ ４ ｍ ｍ 、 中 段 （ 左 ） で ２ ３ ｍ ｍ 、 中 段 （ 右 ） で ２ ７ ｍ ｍ （ 参 考 値 ） で あ っ た

（ 表 ２ 参 照 ） 。 い ず れ の 試 験 で も 、 水 平 移 動 量 が 前 記 評 価 基 準 で 定 め る ４ ５ ｃ ｍ （ ４ ５ ０

ｍ ｍ ） 以 下 で あ る こ と が 確 認 で き た 。 ま た 、 い ず れ の 試 験 で も 、 １ ０ ０ ｋ ｇ の 荷 重 を ３ ０

秒 以 上 保 持 す る こ と が で き た 。

【 ０ ０ ５ ４ 】
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　 以 上 の こ と か ら 、 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ は 、 前 記 評 価 基 準 に 定 め る 枠 組 足 場 用 手

す り 枠 と 同 等 以 上 の 強 度 を 備 え て い る こ と が 実 証 さ れ た 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 （ そ の 他 の 実 施 形 態 ）

　 前 記 実 施 形 態 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ に は 設 け ら れ て い な い が 、 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け

柵 １ に は 、 押 圧 体 ３ ３ に よ る 押 圧 が 不 用 意 に 解 除 さ れ な い よ う に す る 規 制 体 ５ ０ を 設 け る

こ と も で き る 。 図 ９ に 示 す よ う に 、 規 制 体 ５ ０ は 各 操 作 具 ３ ０ に 一 つ ず つ 設 け る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 一 例 と し て 図 ９ 及 び 図 １ ０ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 規 制 体 ５ ０ は 、 取 付 け ベ ー ス ５ １ と 、

取 付 け ベ ー ス ５ １ の 前 面 側 に 突 設 さ れ た 二 枚 の 軸 支 片 ５ ２ と 、 両 軸 支 片 ５ ２ 間 に 回 転 可 能

に 設 け ら れ た 規 制 枠 ５ ３ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 図 １ ０ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 形 態 の 取 付 け ベ ー ス ５ １ は 縦 長 の 薄 板 で

あ り 、 幅 方 向 中 央 付 近 に は 、 上 下 方 向 に 細 長 の 切 り 欠 き 部 ５ １ ａ が 設 け ら れ て い る 。 切 り

欠 き 部 ５ １ ａ は 、 規 制 体 ５ ０ を 取 り 付 け る 際 に 操 作 具 ３ ０ の 一 部 が 収 ま る 部 分 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 取 付 け ベ ー ス ５ １ の 前 面 側 に は 二 枚 の 軸 支 片 ５ ２ が 突 設 さ れ て い る 。 両 軸 支 片 ５ ２ の う

ち 、 一 方 の 軸 支 片 ５ ２ の 内 面 に は 、 規 制 枠 ５ ３ を 非 規 制 位 置 で 支 持 す る た め の 支 持 台 ５ ２

ａ が 内 向 き に 突 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 図 １ ０ （ ｂ ） （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 二 枚 の 軸 支 片 ５ ２ の 間 に は 、 両 者 を 連 結 す る 連 結 軸

５ ２ ｂ が 軸 支 片 ５ ２ の 外 側 か ら 挿 入 さ れ る ビ ス ５ ２ ｃ に よ っ て 着 脱 可 能 に 保 持 さ れ て い る

。 こ の 連 結 軸 ５ ２ ｂ は 規 制 枠 ５ ３ を 回 転 可 能 に 支 持 す る た め の 部 材 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 前 記 規 制 枠 ５ ３ は 、 間 隔 を あ け て 対 向 配 置 さ れ た 二 枚 の Ｌ 字 状 の 側 部 材 ５ ３ ａ と 、 両 側

部 材 ５ ３ ａ の 上 端 を 連 結 す る 上 連 結 材 ５ ３ ｂ と 、 両 側 部 材 ５ ３ ａ の 下 端 側 を 連 結 す る 下 連

結 材 ５ ３ ｃ を 備 え て い る 。 こ の 実 施 形 態 の 上 連 結 材 ５ ３ ｂ は パ イ プ 材 で あ る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 規 制 枠 ５ ３ は 、 上 連 結 材 ５ ３ ｂ 内 に 挿 通 し た 連 結 軸 ５ ２ ｂ の 両 端 を ビ ス ５ ２ ｃ で 両 軸 支

片 ５ ２ に 固 定 す る こ と に よ っ て 、 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 こ の 実 施 形 態 の 規 制 体 ５ ０ は 、 操 作 具 ３ ０ （ 図 ４ 及 び 図 １ １ ） と と も に ケ ー ス 体 ２ １ 内

に 固 定 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 操 作 具 ３ ０ の 宛 が い 部 ３ １ ａ の 外 側 に 規 制 体 ５ ０ の 取 付

け ベ ー ス ５ １ を 重 ね た 状 態 で 、 共 通 の ボ ル ト で ケ ー ス 体 ２ １ の 内 面 に 固 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 図 ９ 及 び 図 １ ０ （ ａ ） ～ （ ｃ ） の よ う な 規 制 体 ５ ０ を 設 け る 場 合 、 リ ン ク 機 構 ３ ４ の ア

ー ム 部 ３ ４ ｃ に は 、 図 １ １ の よ う な 係 止 凹 部 ３ ４ ｄ を 設 け る の が 好 ま し い 。 こ の 係 止 凹 部

３ ４ ｄ は 規 制 枠 ５ ３ の 下 連 結 材 ５ ３ ｃ が 係 止 す る 部 分 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 図 １ ２ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 前 記 規 制 体 ５ ０ を 設 け る 場 合 、 押 圧 体 ３ ３ が 最 上

位 に あ る 状 態 （ 図 １ ２ （ ａ ） ） か ら 操 作 バ ー ３ ５ の 操 作 に よ っ て 昇 降 体 ３ ２ 及 び 押 圧 体 ３

３ が ガ イ ド 部 ３ １ ｃ 内 で 押 し 下 げ （ 図 １ ２ （ ｂ ） ） 、 そ の 後 、 押 圧 体 ３ ３ が 昇 降 板 Ｐ を 押

圧 す る 位 置 ま で 到 達 し た と こ ろ で 、 支 持 台 ５ ２ ａ 上 の 規 制 枠 ５ ３ を 横 に ず ら し て 支 持 台 ５

２ ａ か ら お ろ し 、 規 制 枠 ５ ３ の 下 連 結 材 ５ ３ ｃ を ア ー ム 部 ３ ４ ｃ の 係 止 凹 部 ３ ４ ｄ に 係 止

す る （ 図 １ ２ （ ｃ ） ） こ と で 、 操 作 部 ３ ５ の 上 方 向 へ の 操 作 を 規 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 反 対 に 、 前 記 押 圧 体 ３ ３ に よ る 昇 降 板 Ｐ の 押 圧 を 解 除 す る 場 合 、 規 制 枠 ５ ３ を 持 ち 上 げ

て 支 持 台 ５ ２ ａ 上 に 乗 せ た 後 、 操 作 部 ３ ５ を 引 き 上 げ て 、 押 圧 体 ３ ３ を 引 き 上 げ る こ と に

よ っ て 昇 降 板 Ｐ の 押 圧 を 解 除 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ６ ６ 】

　 図 ９ に 示 す 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の よ う に 、 操 作 部 ３ ５ の 操 作 を 規 制 す る 規 制 体 ５ ０ を 設

け る こ と で 、 作 業 者 が 操 作 部 ３ ５ に 接 触 し た り 、 荷 物 が 操 作 部 ３ ５ に ぶ つ か っ た り す る こ

と に よ っ て 生 じ る 、 押 圧 体 ３ ３ に よ る 押 圧 の 不 用 意 な 解 除 を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ れ

に よ り 、 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ 自 体 の 落 下 の ほ か 、 荷 物 の 落 下 や 作 業 員 の 転 落 を 確 実 に 防 止

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 前 記 実 施 形 態 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ に は 設 け ら れ て い な い が 、 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け

柵 １ に は 、 荷 台 Ｙ と 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 隙 間 か ら 荷 物 が 落 下 し た り 作 業 員 が 転 落 す る の

を 防 止 す る た め の 補 助 ベ ル ト ６ ０ を 装 着 で き る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 一 例 と し て 図 １ ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 補 助 ベ ル ト ６ ０ は 、 伸 縮 性 を 有 す る 帯 材 ６ １ と

帯 材 ６ １ の 長 手 方 向 両 端 に 設 け ら れ た 係 止 具 ６ ２ を 備 え て い る 。 補 助 ベ ル ト ６ ０ に は 、 既

存 の ラ ッ シ ン グ ベ ル ト な ど を 用 い る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 補 助 ベ ル ト ６ ０ を 装 着 で き る よ う に す る 場 合 、 図 ９ 及 び 図 １ ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す よ

う に 、 柵 部 １ ０ の 縦 枠 材 １ １ の 上 部 に 開 口 部 １ １ ａ を 形 成 し 、 そ の 開 口 部 １ １ ａ に 補 助 ベ

ル ト ６ ０ の 一 端 に 設 け ら れ た 係 止 具 ６ ２ を 係 止 又 は 固 定 で き る よ う に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 車 両 Ｘ の 荷 台 Ｙ の 内 部 に は 、 ラ ッ シ ン グ ベ ル ト を 係 止 す る た め の 複 数 の 係 止 部 （ 以 下 「

荷 台 内 係 止 部 」 と い う ） Ｙ １ が 設 け ら れ て い る の が 一 般 的 で あ り 、 補 助 ベ ル ト ６ ０ の 他 端

側 の 係 止 具 ６ ２ は 、 こ の 荷 台 内 係 止 部 Ｙ １ に 係 止 あ る い は 固 定 す れ ば よ い 。 荷 台 Ｙ 内 に 荷

台 内 係 止 部 Ｙ １ が な い 場 合 に は 、 同 様 の 係 止 部 を 別 途 設 置 し 、 そ の 凹 部 に 補 助 ベ ル ト ６ ０

の 他 端 側 の 係 止 具 ６ ２ を 係 止 あ る い は 固 定 で き る よ う に す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 荷 台 Ｙ と 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 間 に 装 着 し た 伸 縮 式 の 補 助 ベ ル ト ６ ０ は 、 昇 降 板 Ｐ が 降

下 位 置 に あ る 場 合 に は 図 １ ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 伸 長 し 、 昇 降 板 Ｐ が 上 昇 位 置 に あ る 場 合

に は 図 １ ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 収 縮 す る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 図 １ ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 例 で は 、 帯 材 ６ １ の 長 手 方 向 両 端 に 係 止 具 ６ ２ を 備 え た 補

助 ベ ル ト ６ ０ を 一 例 と し て い る が 、 補 助 ベ ル ト ６ ０ は こ れ 以 外 の 構 造 で あ っ て も よ い 。 例

え ば 、 帯 材 ６ １ の 一 端 側 を 引 き 出 し 可 能 に 柵 部 １ ０ に 内 蔵 （ 固 定 ） し て お き 、 そ の 引 き 出

し 側 の 端 部 に 係 止 具 ６ ２ を 備 え た 構 造 と す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 こ の 場 合 、 補 助 ベ ル ト ６ ０ を 柵 部 １ ０ か ら 引 き 出 し 、 一 端 に 設 け ら れ た 係 止 具 ６ ２ を 荷

台 内 係 止 部 Ｙ １ に 係 止 す る こ と で 、 荷 台 Ｙ と 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 間 に 補 助 ベ ル ト ６ ０ を

設 置 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 図 １ ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 例 で は 、 補 助 ベ ル ト ６ ０ を 荷 台 Ｙ の 端 面 と 昇 降 板 用 後 付 け

柵 １ の 間 に 設 け る 場 合 を 一 例 と し て い る が 、 補 助 ベ ル ト ６ ０ は 、 両 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の

荷 台 Ｙ 側 の 開 口 部 １ １ ａ 同 士 を つ な い だ り 、 両 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 反 対 側 の 開 口 部 １ １

ａ 同 士 を つ な い だ り す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 図 １ ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 例 で は 、 一 つ の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ に 一 本 の 補 助 ベ ル ト ６

０ を 設 け る 場 合 を 一 例 と し て い る が 、 補 助 ベ ル ト ６ ０ は 、 一 つ の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ に 二

本 以 上 設 け る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 図 １ ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の よ う に 、 補 助 ベ ル ト ６ ０ を 装 着 で き

る よ う に す る こ と で 、 荷 台 Ｙ と 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ の 隙 間 か ら 荷 物 が 落 下 し た り 、 作 業 員

が 落 下 し た り す る 事 故 を 効 果 的 に 防 止 す る こ と が で き る 。
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【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 本 発 明 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 １ は 、 各 種 車 両 Ｘ に 装 備 さ れ た 昇 降 板 、 特 に 、 荷 台 付 き の 車

両 Ｘ の 昇 降 板 Ｐ に 取 り 付 け て 使 用 す る 着 脱 式 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 と し て 好 適 に 用 い る こ と

が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 １ 　 　 　 昇 降 板 用 後 付 け 柵

　 １ ０ 　 　 柵 部

　 １ １ 　 　 縦 枠 材

　 １ １ ａ 　 開 口 部

　 １ ２ 　 　 上 枠 材

　 １ ３ 　 　 横 補 強 材

　 ２ ０ 　 　 収 容 部

　 ２ １ 　 　 ケ ー ス 体

　 ２ ２ 　 　 収 容 空 間

　 ２ ３ 　 　 操 作 窓

　 ３ ０ 　 　 操 作 具

　 ３ １ 　 　 基 部

　 ３ １ ａ 　 宛 が い 部

　 ３ １ ｂ 　 リ ン ク 固 定 部

　 ３ １ ｃ 　 ガ イ ド 部

　 ３ ２ 　 　 昇 降 体

　 ３ ３ 　 　 押 圧 体

　 ３ ３ ａ 　 装 着 軸

　 ３ ３ ｂ 　 押 圧 盤

　 ３ ３ ｃ 　 凹 陥 部

　 ３ ３ ｄ 　 滑 り 止 め 部 材

　 ３ ４ 　 　 リ ン ク 機 構

　 ３ ４ ａ 　 第 一 リ ン ク 材

　 ３ ４ ｂ 　 第 二 リ ン ク 材

　 ３ ４ ｃ 　 ア ー ム 部

　 ３ ４ ｄ 　 係 止 凹 部

　 ３ ５ 　 　 操 作 部 （ 操 作 バ ー ）

　 ３ ６ 　 　 止 め 具

　 ４ ０ 　 　 セ ッ ト 部

　 ４ １ 　 　 底 面 部

　 ４ ２ 　 　 背 面 部

　 ４ ３ 　 　 天 面 部

　 ４ ４ 　 　 配 置 空 間

　 ４ ５ 　 　 滑 り 止 め 部 材

　 ４ ６ 　 　 補 強 材 （ 内 面 側 補 強 リ ブ ）

　 ４ ７ 　 　 補 強 材 （ 外 面 側 補 強 リ ブ ）

　 ４ ８ 　 　 挿 通 孔

　 ５ ０ 　 　 規 制 体

　 ５ １ 　 　 取 付 け ベ ー ス

　 ５ １ ａ 　 切 り 欠 き 部

　 ５ ２ 　 　 軸 支 片

　 ５ ２ ａ 　 支 持 台

　 ５ ２ ｂ 　 連 結 軸
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　 ５ ２ ｃ 　 ビ ス

　 ５ ３ 　 　 規 制 枠

　 ５ ３ ａ 　 側 部 材

　 ５ ３ ｂ 　 上 連 結 材

　 ５ ３ ｃ 　 下 連 結 材

　 ６ ０ 　 　 補 助 ベ ル ト

　 ６ １ 　 　 帯 材

　 ６ ２ 　 　 係 止 具

　 Ａ 　 　 　 試 験 用 ジ グ

　 Ｂ 　 　 　 引 張 ベ ル ト （ ナ イ ロ ン ス リ ン グ ）

　 Ｃ 　 　 　 台 座

　 Ｄ 　 　 　 保 持 ブ ロ ッ ク

　 Ｅ 　 　 　 滑 車

　 Ｆ 　 　 　 引 張 装 置

　 Ｇ 　 　 　 荷 重 計

　 Ｈ 　 　 　 レ ー ザ ー 距 離 計

　 Ｉ 　 　 　 反 射 体

　 Ｐ 　 　 　 昇 降 板

　 Ｘ 　 　 　 車 両 （ 荷 台 付 き 車 両 ）

　 Ｙ 　 　 　 荷 台

　 Ｙ １ 　 　 荷 台 内 係 止 部

【 手 続 補 正 ２ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲

【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 車 両 に 設 置 さ れ た 昇 降 板 に 着 脱 可 能 な 昇 降 板 用 後 付 け 柵 で あ っ て 、

　 柵 部 と 収 容 部 と 操 作 具 と セ ッ ト 部 を 備 え 、

　 前 記 柵 部 は 縦 枠 材 を 備 え 、

　 前 記 収 容 部 は 前 記 縦 枠 材 の 延 長 線 上 の 下 側 に 設 け ら れ 、

　 前 記 セ ッ ト 部 は 前 記 収 容 部 の 延 長 線 上 の 下 側 に 設 け ら れ 、

　 前 記 セ ッ ト 部 は 昇 降 板 の 下 面 側 に 宛 が わ れ る 底 面 部 を 備 え 、

　 前 記 操 作 具 は 昇 降 板 の 上 面 を 抑 え る 上 下 動 可 能 な 押 圧 体 と 、 当 該 押 圧 体 を 上 下 動 さ せ る

操 作 部 を 備 え 、

　 前 記 操 作 具 は 、 前 記 押 圧 体 が 前 記 縦 枠 材 の 延 長 線 上 に 位 置 す る よ う に 前 記 収 容 部 に 収 容

さ れ 、

　 前 記 底 面 部 が 昇 降 板 の 下 面 側 に 配 置 さ れ た 状 態 で 前 記 押 圧 体 が 前 記 操 作 具 の 操 作 部 に よ

っ て 押 し 下 げ ら れ る と 、 当 該 底 面 部 と 押 圧 体 と に よ っ て 昇 降 板 が 挟 持 さ れ 、

　 前 記 底 面 部 と 押 圧 体 で 昇 降 板 を 挟 持 し た 状 態 で 前 記 押 圧 体 が 前 記 操 作 具 の 操 作 部 に よ っ

て 引 き 上 げ ら れ る と 、 当 該 底 面 部 と 押 圧 体 に よ る 昇 降 板 の 挟 持 が 解 除 さ れ る 、

　 こ と を 特 徴 と す る 昇 降 板 用 後 付 け 柵 。

【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ 記 載 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 に お い て 、

　 操 作 部 は 足 踏 み 操 作 可 能 で あ る 、

　 こ と を 特 徴 と す る 昇 降 板 用 後 付 け 柵 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 に お い て 、

　 押 圧 体 の 昇 降 板 に 当 接 す る 側 の 面 に 凹 陥 部 が 設 け ら れ 、
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　 前 記 凹 陥 部 に 滑 り 止 め 部 材 が 設 け ら れ 、

　 前 記 滑 り 止 め 部 材 は 、 昇 降 板 に 当 接 す る 側 の 面 が 前 記 凹 陥 部 か ら 突 出 す る よ う に 当 該 凹

陥 部 内 に 設 け ら れ た 、

　 こ と を 特 徴 と す る 昇 降 板 用 後 付 け 柵 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 に お い て 、

　 セ ッ ト 部 は 昇 降 板 の 底 面 に 宛 が う 底 面 部 と 、 底 面 部 の 一 端 側 か ら 上 向 き に 立 設 さ れ た 背

面 部 と 、 背 面 部 の 上 端 か ら 底 面 部 と 平 行 に 突 設 さ れ た 天 面 部 を 備 え た コ 字 状 で あ り 、

　 前 記 底 面 部 と 背 面 部 と 天 面 部 の 間 に 昇 降 板 が 収 ま る 配 置 空 間 が 設 け ら れ 、

　 前 記 天 面 部 に 押 圧 体 が 通 過 す る 挿 通 孔 が 設 け ら れ た 、

　 こ と を 特 徴 と す る 昇 降 板 用 後 付 け 柵 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 に お い て 、

　 昇 降 板 を 押 圧 す る 位 置 ま で 押 し 下 げ ら れ た 操 作 部 の 外 側 に 被 せ る こ と に よ っ て 当 該 操 作

部 の 上 方 向 へ の 移 動 を 規 制 す る 、 操 作 具 と は 別 体 の 規 制 体 が 設 け ら れ た 、

　 こ と を 特 徴 と す る 昇 降 板 用 後 付 け 柵 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 ５ 記 載 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 に お い て 、

　 規 制 体 は 、 取 付 け ベ ー ス と 、 当 該 取 付 け ベ ー ス に 突 設 さ れ た 軸 支 片 と 、 軸 支 片 に 回 転 可

能 に 設 け ら れ た 規 制 枠 を 備 え 、

　 前 記 軸 支 片 に 前 記 規 制 枠 を 非 規 制 位 置 で 支 持 す る た め の 支 持 台 が 設 け ら れ た 、

　 こ と を 特 徴 と す る 昇 降 板 用 後 付 け 柵 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 ５ 又 は 請 求 項 ６ 記 載 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 に お い て 、

　 操 作 具 に 規 制 体 の 一 部 が 係 止 す る 係 止 凹 部 が 設 け ら れ た 、

　 こ と を 特 徴 と す る 昇 降 板 用 後 付 け 柵 。

【 請 求 項 ８ 】

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 に お い て 、

　 柵 部 と 車 両 端 面 の 間 に 張 設 可 能 な 補 助 ベ ル ト を 備 え た 、

　 こ と を 特 徴 と す る 昇 降 板 用 後 付 け 柵 。

【 請 求 項 ９ 】

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 昇 降 板 用 後 付 け 柵 に お い て 、

　 柵 部 は 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ た 少 な く と も 二 本 の 縦 枠 材 を 備 え 、

　 収 容 部 は 前 記 各 縦 枠 材 の 延 長 線 上 の 下 側 に 設 け ら れ 、

　 セ ッ ト 部 は 前 記 各 収 容 部 の 延 長 線 上 の 下 側 に 設 け ら れ 、

　 操 作 具 は 前 記 各 収 容 部 に 設 け ら れ 、

　 前 記 各 収 容 部 に 操 作 窓 が 設 け ら れ 、

　 前 記 各 操 作 窓 は 、 他 の 収 容 部 に 設 け ら れ た 操 作 窓 と 対 向 す る 位 置 に 開 口 さ れ 、

　 前 記 各 操 作 具 の 操 作 部 は 前 記 各 操 作 窓 か ら 他 の 収 容 部 の 操 作 窓 側 に 向 け て 突 出 し た 、

　 こ と を 特 徴 と す る 昇 降 板 用 後 付 け 柵 。

10

20

30

40



(29) JP  2020-138723  A   2020.9.3

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(72)発明者　大西　明宏

　　　　　　東京都清瀬市梅園１－４－６　独立行政法人労働者健康安全機構内

(72)発明者　山際　謙太

　　　　　　東京都清瀬市梅園１－４－６　独立行政法人労働者健康安全機構内

(72)発明者　山口　篤志

　　　　　　東京都清瀬市梅園１－４－６　独立行政法人労働者健康安全機構内

(72)発明者　▲吉▼田　武

　　　　　　神奈川県横浜市中区常盤町３－２５　日本物流機器株式会社内

(72)発明者　山口　敦

　　　　　　埼玉県吉川市小松川６６７－２　有限会社山口製作所内

(72)発明者　山口　勲

　　　　　　埼玉県吉川市小松川６６７－２　有限会社山口製作所内


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	overflow

